
超
長
期
的
視
座
か
ら
企
業
の
社
会
的
価
値
と

経
済
的
価
値
を
統
合
す
る

V
isionary
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第
１
章

「
社
会
レ
ベ
ル
の
循
環
性
」
に
つ
い
て
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図 1-1　「この本全体におけるこの章の位置付け」

 

大
義
あ
る
未
来
の
構
成
要
素
は
「
経
済
性
と
社
会
性
の
両
立
」

「
リ
ソ
ー
ス
が
循
環
す
る
社
会
」「
高
度
化
し
た
技
術
革
新
を
活

用
し
て
い
る
社
会
」
と
こ
の
本
で
は
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
章

で
は
、「
経
済
性
と
社
会
性
の
両
立
」「
リ
ソ
ー
ス
が
循
環
す
る

社
会
」
を
「
高
度
化
し
た
技
術
革
新
を
活
用
し
て
い
る
社
会
」

が
、
所
得
階
層
別
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
言
う
所
のTO

P(Top of 
pyram

id)

やM
O
P(M

iddle of pyram
id)

で
成
立
さ
せ
て
い

る
様
子
を
描
写
す
る
事
を
目
的
に
し
て
い
る
。

　

さ
てTO

P

、M
O
P

に
お
い
て
大
義
あ
る
未
来
が
成
り
立
た

な
い
最
大
の
理
由
は
、「
リ
ソ
ー
ス
が
な
い
」
の
で
は
な
く
、「
リ

ソ
ー
ス
が
偏
在
」
し
有
効
に
活
用
出
来
て
い
な
い
か
ら
と
考
え

る
。
こ
れ
の
具
体
例
と
し
て
は
、
次
節
以
降
で
詳
し
く
紹
介
す

る
が
、
十
分
に
人
的
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
出
来
な
い
事
や
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
の
偏
在
や
問
題
の
捉
え
方
の
偏
り
、
カ
ネ
と

い
う
リ
ソ
ー
ス
の
用
途
の
偏
在
か
ら
発
生
す
る
財
政
赤
字
の
問

題
等
が
上
げ
ら
れ
る
。

第
１
節	

大
義
あ
る
未
来
へ
「
問
題
提
起
」
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図 1-2　「大義ある未来におけるこの章の範囲」

図 1-3　「この章のイメージ」
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こ
こ
で
言
う
「
リ
ソ
ー
ス
の
偏
在
」
の
リ
ソ
ー
ス
は
、社
会
を
運
営
す
る
要
素
と
し
て
「
ヒ
ト
」「
モ

ノ
」「
カ
ネ
」
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
３
つ
の
領
域
の
リ
ソ
ー
ス
の
偏
り
を
、
高
度
化
し
た
技
術

革
新
が
均
し
、
有
効
活
用
す
る
事
で
実
現
す
る
、
大
義
あ
る
未
来
を
次
節
以
降
に
描
写
す
る
。
ま
た
そ

れ
に
当
た
っ
て
は
、
社
会
性
の
み
を
追
求
せ
ず
、
経
済
性
も
同
時
に
実
現
さ
せ
て
い
る
事
を
条
件
と
し

て
い
る
。

　

３
つ
の
領
域
の
リ
ソ
ー
ス
の
偏
り
の
内
、「
ヒ
ト
」に
関
し
て
は「
雇
用
」の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
人
に
と
っ
て
雇
用
は
、
健
康
な
社
会
生
活
を
送
る
上
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
か
ら
だ
。
人

は
経
済
的
な
豊
か
さ
と
、
社
会
参
加
を
通
し
て
生
き
る
意
味
を
雇
用
か
ら
獲
得
す
る
。
大
義
あ
る
未
来

の
形
成
に
雇
用
は
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
そ
し
て
二
〇
一
七
年
現
在
の
雇
用
は
以
下
の
様
な
課

題
を
抱
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
高
度
化
す
る
技
術
革
新
が
も
た
ら
す
省
人
化
に
よ
る
失
業
、
能
力
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
失
業
、M

O
P

に
お
け
る
「
中
進
国
の
罠
」
に
よ
る
失
業
等
だ
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

技
術
進
化
の
進
化
を
起
点
と
し
た
取
り
組
み
が
解
消
し
て
い
る
社
会
を
提
示
し
て
み
る
。

　

次
に
「
モ
ノ
」
に
関
し
て
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
問
題
を
取
り
扱
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
体
は
、
社
会
を

運
営
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
義
あ
る
未
来
の
描
写
に
は
欠
か
せ
な
い
要

素
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
「
＝
化
石
燃
料
問
題
」
と
矮
小
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て

問
題
を
化
石
燃
料
燃
焼
に
よ
る
環
境
の
悪
化
懸
念
に
限
定
し
、「
脱
化
石
燃
料
、
入
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

が
万
能
の
解
決
策
と
し
て
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
一
分
野
に
偏
っ
た
見
方
で
、
こ
の

課
題
は
そ
の
様
な
狭
い
範
囲
に
限
定
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
漏
れ
て
い
る
観
点
は
、
狭
く
は
原

材
料
で
あ
り
、
広
く
は
産
業
そ
の
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
次
節
に
譲
る
が
、
広
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
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捉
え
、
同
じ
く
技
術
革
新
の
進
化
を
起
点
と
し
た
解
決
し
て
い
る
未
来
を
描
写
し
て
み
た
い
。

　

次
に
カ
ネ
に
関
し
て
は
「
財
政
問
題
」
を
取
り
上
げ
る
。
カ
ネ
は
社
会
の
血
液
と
表
現
さ
れ
る
様
に

社
会
を
運
営
す
る
要
素
と
し
て
重
要
性
は
論
を
待
た
な
い
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
「
財
政
問
題
」
が
カ
ネ
に

関
す
る
課
題
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
一
国
に
お
い
て
カ
ネ
の
源
は
国
の
借
金
だ

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
二
〇
一
六
年
三
月
現
在
、
国
債
最
大
保
有
者
の
日
銀
の
BS
を
見
て
み
る
と
、
資

産
方
に
は
銀
行
券
、
当
座
預
金
の
ベ
ー
ス
マ
ネ
ー
が
あ
り
、
負
債
方
に
は
貸
出
金
と
国
債
が
あ
る
。
し

か
も
総
資
産
約320
兆
円
の
内
約270

兆
円
が
国
債
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
マ
ネ
ー
の
大
部
分
は
国
債
な

の
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
も
カ
ネ
の
課
題
と
し
て
「
財
政
問
題
」
を
上
げ
る
の
は
妥
当
で
あ
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
冒
頭
で
も
例
で
あ
げ
た
様
に
、
こ
こ
に
は
歳
出
へ
の
偏
り
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
も
技

術
革
新
の
進
化
が
均
す
未
来
を
想
像
し
て
み
た
い
。

　

以
上
３
つ
の
話
題
は
社
会
レ
ベ
ル
で
技
術
革
新
の
進
化
を
起
点
と
し
て
、
経
済
性
と
社
会
性
が
満
た

さ
れ
る
社
会
を
描
写
す
る
も
の
だ
。
し
か
し
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
？
そ
の
答
え
の

為
に
、
上
記
の
様
に
主
要
な
リ
ソ
ー
ス
の
偏
り
が
解
消
さ
れ
た
未
来
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
を
最
後
に

ご
紹
介
す
る
。
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
、個
々
人
の
経
済
動
機
か
ら
導
か
れ
る
行
動
が
社
会
性
を
両
立
さ
せ
、

リ
ソ
ー
ス
が
循
環
し
て
い
る
大
義
あ
る
未
来
を
実
現
し
て
い
る
。
個
人
の
経
済
的
動
機
が
同
時
に
社
会

性
を
充
足
す
る
の
で
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
自
ず
と
継
続
さ
れ
、
社
会
も
継
続
す
る
。
そ
し
て
そ
の
時
に

大
義
あ
る
未
来
は
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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1　
技
術
革
新
が
拓
く
大
義
あ
る
未
来
「
ヒ
ト
編
：
雇
用
の
流
動
性
」

W
hat is now

 proved w
as once only im

agined.
By W

illiam
 Blake

　

第
２
節
で
は
、
冒
頭
に
提
示
し
た
社
会
の
3
つ
の
運
営
要
素
に
関
し
て
大
義
あ
る
未
来
の
あ
り
方
を

表
す
。
最
初
に
、
今
後
の
世
界
動
向
を
踏
ま
え
、「
ヒ
ト
：
雇
用
」
に
関
し
て
の
将
来
の
課
題
を
予
測
し
、

こ
れ
に
対
す
る
解
決
策
の
一
つ
を
提
示
す
る
。

成
長
し
な
い
日
本

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
に
お
い
て
、
経
済
成
長
は
必
須
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
に
は
高
齢
者
一
人
に
対

し
て
現
役
世
代
（
15
～
64
歳
）
2.3
人
で
支
え
て
い
る
が
、
二
〇
五
〇
年
に
は
高
齢
者
一
人
に
対
し
て
現

役
世
代
た
っ
た
1.3
人
で
支
え
る
時
代
に
な
る
 2
。
日
本
は
高
齢
化
社
会
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
 3
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
自
分
の
力
で
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
す
た
め
に
、
介
護
予
防
活
動
に
取
り
組
み
、
健
康
維
持
の
為
に
検
診
を
受
け
る
な
ど
の
自
発
的

に
生
活
課
題
を
解
決
す
る
「
自
助
」、
家
族
、
友
人
、
ク
ラ
ブ
活
動
仲
間
な
ど
、
個
人
的
な
関
係
を
持

つ
人
間
同
士
が
助
け
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
生
活
課
題
を
、
お
互
い
が
解
決
し
合
う
「
互
助
」、

第
２
節	

技
術
革
新
が
拓
く
大
義
あ
る
未
来
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社
会
保
険
制
度
、医
療
や
年
金
、介
護
保
険
な
ど
の
制
度
化
さ
れ
た
相
互
扶
助
で
あ
る
「
共
助
」、自
助
・

互
助
・
共
助
で
も
支
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
問
題
に
対
し
て
最
終
的
に
対
応
す
る
生
活
保
護
や
人
種
擁

護
・
虐
待
対
策
な
ど
の
「
公
助
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
労
働
生
産
性
を
高
め
労
働
時
間
を
減
ら
す
こ
と
で
、
各
個
人
が
自
助
、
互

助
に
務
め
、
経
済
成
長
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
資
金
を
共
助
・
公
助
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
国

と
し
て
破
綻
す
る
。
し
か
し
、
日
本
の
経
済
成
長
は
停
滞
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
労
働
生
産
性
はO

ECD

加
盟
34
ヵ
国
中
第
21
位
、
主
要
先
進
７
ヵ
国
で
も
最
も
低
い
水
準
に
あ
る
 4
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
現
役

世
代
の
負
担
が
増
加
す
る
一
方
で
、
国
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
。

2 

内
閣
府
『
平
成
26
年
版 

高
齢
社
会
白
書
』2015

3 

厚
生
労
働
省
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』

　

<http://w
w
w.m

hlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_ 
     koureisha/chiiki-houkatsu>　

参
照
日
: 

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
十
七
日

4 

生
産
性
総
合
セ
ン
タ
ー
『
日
本
の
労
働
生
産
性
の
動
向　

2015

年
版
』

　

 

公
益
社
団
法
人 

日
本
生
産
性
本
部2015
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世
界
に
拡
大
す
る
雇
用
問
題

　

世
界
を
見
る
と
一
人
当
た
りG

D
P

の
低
い
発
展
途
上
国

の
経
済
成
長
に
よ
り
雇
用
の
問
題
が
世
界
的
に
深
刻
化
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
一
人
当
た
り
のG

D
P

に
対
す
る
失

業
率
を
国
毎
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
の
が
（
図 1-4

）
 5
で
あ
る
。

一
人
当
た
りG

D
P

が
１
万
ド
ル
以
下
に
あ
る
発
展
途
上
国

は
失
業
率
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
が
、
経
済
成
長
と
と
も
に
一

人
当
た
りG

D
P

が
１
万
ド
ル
に
近
づ
く
に
連
れ
て
失
業
率

が
上
昇
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
中
進
国
の
罠
」
に
よ
る
も
の
で
、

発
展
途
上
国
の
追
い
上
げ
に
よ
っ
て
輸
出
品
の
競
争
力
が
失

わ
れ
る
一
方
で
、
先
進
国
に
対
し
て
技
術
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力

が
十
分
で
は
な
い
た
め
に
、
経
済
成
長
が
停
滞
し
失
業
率
が

上
昇
す
る
。

　

発
展
途
上
国
が
多
いRest of the W

orld (O
ECD

、
中

国
、BRISE

 6
を
除
く
国
）
は
、
二
〇
五
〇
年
頃
に
は
一
人

当
た
りG

D
P

が
平
均8,000

ド
ル
程
度
ま
で
経
済
成
長
す

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
 7
。
こ
の
た
め
、
現
在
の
発
展
途
上

国
の
多
く
は
中
進
国
と
な
り
、
失
業
率
は
増
加
す
る
。
結
果

と
し
て
、
雇
用
は
世
界
的
な
問
題
と
な
る
。

図 1-4　「国毎の一人あたりGDPと失業率の関係」
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技
術
革
新
に
よ
っ
て
変
わ
る
雇
用

　

近
い
将
来
に
お
い
て
は
、
技
術
が
急
速
に
発
達
し
て
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
（
技
術
的
特
異
点
）
に
達

す
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
人
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
の
一
つ
が
、
従
来
の
多
く
の
職
業
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
技
術
革
新

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
人
間
が
行
っ
て
い
た
仕
事
が
機
械
に
置
き
換
わ
る
こ
と
が
身
の
回
り
で
も
起
き
て

い
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
マ
イ
ケ
ル
・
A
・
オ
ズ
ボ
ー
ン
准
教
授
の
研
究
 8
に
よ
る
と
、
今

後
10
〜
20
年
程
度
で
米
国
の
総
雇
用
者
の
約
47
％
の
仕
事
が
自
動
化
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
氏
の
論
文

に
よ
る
と
、
最
も
失
わ
れ
る
確
率
が
高
い
職
種
に
は
、
銀
行
の
融
資
担
当
者
、
不
動
産
ブ
ロ
ー
カ
ー
、

パ
ラ
リ
ー
ガ
ル
、金
融
機
関
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
ア
ナ
リ
ス
ト
な
ど
専
門
性
の
高
い
職
業
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
定
の
職
種
だ
け
で
は
な
く
、
中
間
管
理
職
も
無
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。ICT

の
発

達
に
よ
り
、Span of Control

（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
人
が
直
接
管
理
で
き
る
部
下
の
人
数
や
業
務
の

範
囲
）
が
拡
大
す
る
こ
と
で
、
経
営
者
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
が
直
接
末
端
の
従
業
員
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
組
織
は
従
来
の
階
層
型
か
ら
、
フ
ラ
ッ

ト
な
組
織
構
造
を
持
つH

olacracy

に
移
行
し
て
い
く
。
従
来
の
よ
う
に
経
営
ト
ッ
プ
が
行
っ
た
意

5  

世
界
銀
行 “W

orld Bank O
pen D

ata”< http://data.w
orldbank.org/>

参
照
日
: 

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
十
七
日

6  

ラ
ン
ダ
ー
ス
・
ヨ
ル
ゲ
ン
（
野
方
香
方
子　

訳
、
竹
中
平
蔵
）『 2052 
第
１
版
』（
日
経BP. 2013) 

7  

ラ
ン
ダ
ー
ス
・
ヨ
ル
ゲ
ン
（
前
掲
書
）

8  CarlBenediktFrey , M
IchaelA.O

sborne.
   “The future of em

ploym
ent: H

ow
 susceptible are jobs to com

puterisation?” O
xford U

niversity, 2013.
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思
決
定
を
階
層
の
上
か
ら
下
に
伝
え
て
行
く
の
で
は
な
く
、
組
織
全
体
に
権
限
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
で

各
チ
ー
ム
が
意
思
決
定
を
行
い
自
律
的
・
自
走
的
に
統
治
し
て
い
く
組
織
に
変
化
し
て
い
く
。
米
国
で

はZappos, Airbnb

な
ど
の
企
業
が
既
に
導
入
し
て
い
る
 9
。

　

こ
れ
は
、
単
に
一
国
内
の
雇
用
に
限
定
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
従
来
の
仕
事
が
機
械
に
置
き
換
わ

る
こ
と
で
、こ
れ
ま
で
先
進
国
が
人
件
費
の
安
い
国
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
て
い
た
仕
事
は
、ア
ウ
ト
ソ
ー

ス
さ
れ
な
く
な
る
。
従
来
、
開
発
途
上
国
の
経
済
成
長
は
先
進
国
か
ら
の
仕
事
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
た
面
が
あ
る
。
こ
れ
が
無
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
国
の
経
済
成
長
さ
ら
に
雇
用
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
先
程
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
氏
の
論
文
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
入
力
作
業
員

や
電
話
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
99
％
、
97
％
の
非
常
に
高
い
確
率
で
失
わ
れ
る
職
業
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
欧
米
企
業
か
ら
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
のIT-BPO

（
IT
に
関
わ
る
ビ

ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
）
に
よ
っ
て
成
長
し
て
き
た
 10
。
二
〇
一
五
年
に
はIT-

BPO

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
市
場
規
模
は200
億
ド
ル
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
名
目G

D
P

は2900

億
ド
ル
、

輸
出
額
は620

億
ド
ル
程
で
、IT-BPO
の
市
場
規
模
は
非
常
に
大
き
い
）
を
超
え
て
い
る
。
電
話
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
や
デ
ー
タ
入
力
の
仕
事
が
機
械
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
大
き
な
影
響

を
受
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、
開
発
途
上
国
の
中
に
は
、
主
要
な
輸
出
産
業
が
失
わ
れ
、
経
済
成
長
が
期

待
で
き
な
く
な
る
国
も
現
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、ICT

や
ロ
ボ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
、
そ
の
適
用
範
囲
が
拡
大
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

分
野
で
効
率
化
が
実
現
で
き
労
働
生
産
性
が
高
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
一
方
で
、
多
く
の
人
や
国

は
従
来
の
職
業
、
産
業
に
し
が
み
つ
く
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
し
が
み
つ
く
こ
と
を
許
す
社
会
で
あ
れ
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ば
、
成
長
は
期
待
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、（
図1-5

）
に
な
る
。
二
〇
五
〇
年
頃
に
は
、
日
本
の
様
な
先

進
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
深
刻
化
し
、
経
済
成
長
に
よ
り
公
助
・
共
助
の
資
金
を
捻
出
し
、
労
働
生
産

性
を
高
め
自
助
・
公
助
の
時
間
を
捻
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
技
術
革
新
を
上
手
く
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
労
働
力
不
足
を
解
消
し
て
経
済
成
長
と
労
働
時
間
の
短
縮
が
可
能
で
あ
る
が
、
活
用
で

き
な
け
れ
ば
若
年
層
に
多
大
な
負
担
が
の
し
か
か
る
こ
と
に
な
る
。
中
進
国
は
こ
の
ま
ま
行
け
ば
経
済

成
長
が
停
滞
し
高
い
失
業
率
が
続
き
、
経
済
成
長
が
停
滞
す
る
中
で
失
業
保
険
の
資
金
を
捻
出
し
、
就

労
支
援
を
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
に
な
る
。
技
術
革
新
を
上
手
く
活
用
で
き
れ
ば
経
済
成
長
に
よ
り

失
業
問
題
は
解
決
で
き
る
が
、
活
用
で
き
な
け
れ
ば
こ
れ
ま
で
外
貨
獲
得
の
手
段
で
あ
っ
た
仕
事
が
機

械
に
置
き
換
わ
る
こ
と
で
、
失
業
率
が
増
加
す
る
。
発
展
途
上
国
は
、
教
育
水
準
が
上
が
れ
ば
、
人
件

費
が
低
い
こ
と
も
あ
り
軽
工
業
な
ど
の
仕
事
が
先
進
国
・
中
進
国
か
ら
依
頼
さ
れ
、
経
済
成
長
が
保
証

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
二
〇
五
〇
年
頃
に
は
多
く
の
発
展
途
上
国
は
中
進
国
と
な
り
現
在
の
中
進
国
と
同

じ
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。

9  RachelEm
m
aSilverm

an. “At Zappos, Banishing the Bosses Brings Confusion.” 

二
〇
一
五
年
五
月
.

10  JETRO
. 

フ
ィ
リ
ピ
ン.<https://w

w
w
.jetro.go.jp/w

orld/asia/ph/> 

参
照
日
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
十
七
日
。
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技
術
革
新
に
よ
り
成
長
す
る
国
、
し
な
い
国

　

技
術
革
新
が
進
め
ば
基
本
的
に
経
済
は
成
長
す
る
。
し
か
し
全
て
の
国
で
労
働
生
産
性
が
高
ま

り
、
経
済
成
長
が
約
束
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
技
術
革
新
に
よ
り
生
産
性
を
高
め
て
い
る
米
国
で

は
、”The G

reat D
ecoupling”

と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
き
て
い
る
 11
。（
図1-6

）
は
、
米
国
に
お

け
る
一
人
あ
た
りG

D
P

、
労
働
生
産
性
、
失
業
、
中
間
層
の
所
得
の
一
九
四
七
年
か
ら
の
推
移
を
示

し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
と
と
も
に
、
雇
用
も
所
得
も
増
え
て
い
た
。

発
展
途
上
国

中
進
国

先
進
国 現

在

中
進
国
に
な
り

失
業
率
増

高
い
失
業
率

少
子
高
齢
化

二
〇
五
〇
年

の
姿

・
失
業
保
険
の
資
金
の
捻
出

・
就
労
支
援

・
公
助
・
共
助
の
資
金
の
捻
出

・
自
助
・
互
助
の
時
間
の
捻
出

取
組
む
べ
き
課
題

・
経
済
成
長
に
よ
る

   

失
業
率
減
少

・
労
働
力
不
足

   

の
解
消

活
用
で
き
た
場
合

技
術
革
新
の
影
響

・
外
貨
獲
得
手
段
の
減
少

・
失
業
率
の
増
加

・
現
役
世
代
の
負
担
増

活
用
で
き
な
い
場
合

図 1-5　
「
各
国
の
二
〇
五
〇
年
の
姿
と
技
術
革
新
の
影
響
」
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ICT
技
術
が
普
及
し
始
め
て
い
る
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
は
、
雇
用
は
増
加
し
て
い
な
い
が
、
労
働

生
産
性
は
高
ま
り
、
一
人
あ
た
りG

D
P

が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
労
働
人
口
が
減
少
し

て
い
る
日
本
で
も
経
済
成
長
は
可
能
な
は
ず
だ
が
、
日
本
の
１
人
当
た
りG

D
P

は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、

横
ば
い
で
経
済
成
長
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
経
済
成
長
で
き
る
国
と
で

き
な
い
国
が
存
在
す
る
。

　

技
術
革
新
に
よ
っ
て
経
済
成
長
で
き
る
国
と
で
き
な
い

国
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

（
図 1-7

）
は
世
界
知
的
所
有
件
機
関
（W

IPO

）
に
よ

る
世
界
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
（The G

lobal 
Innovation Index

）
 12
上
位
の
国
（
以
後
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
国
家
を
呼
ぶ
）
と
経
済
大
国
の
一
人
あ
た
り

G
D
P

、
人
口
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
イ
ス
、
デ

ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国

図 1-6　「The Great Decoupling」

11  A
m
yB

ernstein , A
nand R

am
an. “T

he G
reat 

D
ecoupling: A

n Interview
 w

ith Erik Brynjolfsson and 
Andrew

 M
cAfee.” H

arbard Business Review
  2015.

12  Soum
itraD

utta, Bruno Lanvin , SachaW
unsch-

Vincent. “The G
lobal Innovation Index 2014.” 2014.
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家
は
、
経
済
大
国
と
較
べ
て
人
口
が
少
な
い
が
、
一
人
当
た
りG

D
P

は
経
済
大
国
、
特
に
日
本
よ
り

も
大
き
く
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
経
済
成
長
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

図 1-7　「イノベーション国家と経済大国の違い」

図 1-8　「人材の流動性」
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こ
れ
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
家
が
経
済
大
国
よ
り
一
人
あ
た
りG

D
P

が
高
い
の
は
、ヒ
ト
（
人
材
）、

モ
ノ
（
輸
出
品
）、
カ
ネ
（
資
金
）
を
流
動
化
さ
せ
て
い
る
国
の
取
り
組
み
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
図 1-8
）
は
人
材
の
流
動
性
に
関
し
て
、
高
等
教
育
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
国
に
よ
る
教

育
へ
の
支
出
、
新
し
い
産
業
密
度
を
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
家
は
、
日
本
と
比
べ
、

海
外
か
ら
優
秀
な
留
学
生
を
受
け
入
れ
、
国
が
教
育

に
対
し
て
積
極
的
に
投
資
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

結
果
と
し
て
、
新
し
い
産
業
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い

る
。

　

ま
た
、（
図 1-9

）
は
モ
ノ
の
流
動
性
で
あ
る
輸
出

に
関
し
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
国
家
は
、G

D
P

に
対
す
る
輸
出
額
の
比
率
が
大
き

く
、
特
に
IT
な
ど
の
高
付
加
価
値
分
野
の
輸
出
額
の

割
合
が
高
い
。
そ
れ
に
対
し
、
日
本
は
国
内
市
場
が

大
き
す
ぎ
る
た
め
に
国
内
需
要
に
頼
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
の
中
で
高
付
加
価
値
分
野
で
の
存
在
感
は
な
い
。

　

更
に
、（
図 1-10

）
は
資
金
の
流
動
性
に
関
し
て
、

海
外
か
ら
の
研
究
開
発
投
資
、
海
外
か
ら
の
対
内
直

接
投
資
、
時
価
総
額
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
図 1-9　「輸出品の流動性」
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本
は
、
対
内
直
接
投
資
が
少
な
く
産
業
の
空
洞
化
が
進

行
し
、
企
業
の
時
価
総
額
も
低
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
家
は
海
外
か
ら
積
極
的
に
資
金
を

集
め
る
こ
と
で
、
企
業
の
新
し
い
産
業
へ
の
参
入
を
促

し
、
結
果
と
し
て
企
業
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
南
部
ス
コ
ー
ネ
地
方
に
ま
た
が
る

地
域
は
、
メ
デ
ィ
コ
ン
バ
レ
ー
（M

edicon Valley

）

と
呼
ば
れ
、
世
界
的
な
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
集
積

セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
に
バ
イ
オ
関
係

の
投
資
が
集
中
し
、
そ
こ
で
バ
イ
オ
系
企
業
が
成
長
し

て
い
る
。

図 1-10　「資金の流動性」
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一
つ
の
示
唆
：
世
界
一
幸
福
な
国　
デ
ン
マ
ー
ク

　

以
上
の
様
な
問
題
解
決
の
示
唆
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
を
紹
介
す
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
国
連
が
毎

年
発
表
し
て
い
る
世
界
幸
福
度
報
告
書
（W

orld H
appiness Report

）
 13
に
お
い
て
、
二
〇
一
三

年
、
二
〇
一
四
年
、
そ
し
て
二
〇
一
六
年
に
最
も
幸
福
な
国
に
輝
い
て
い
る
国
で
あ
る
。（
日
本
は

二
〇
一
六
年
度
、53
位
で
あ
る
。）
特
に
、社
会
保
障
や
生
活
満
足
度
の
項
目
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
世
界
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
常
に
ト
ッ
プ
10
内
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
一
六
年
は
8
位
で
あ
る
。（
日
本
は
近
年
順
位
を
上
げ
て
い
る
が
、二
〇
一
六
年
は
16
位
で
あ
る
。）

更
に
、OECD

加
盟
国
の
時
間
当
た
り
の
労
働
生
産
性
は
34
ヵ
国
中
8
位
と
高
い
。（
日
本
は
、21
位
）。

こ
の
よ
う
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
技
術
革
新
の
恩
恵
を
享
受
し
、
時
間
当
た
り
の
労
働
生
産
性
を
高
め
、

国
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、
国
民
の
幸
福
度
を
高
め
て
い
る
。

　

こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
が
採
用
し
て
い
る
雇
用
の
流
動
性
を
高
め
る
た
め
の
政

策
フ
レ
キ
シ
キ
ュ
リ
テ
ィ(Flexicurity)
が
注
目
さ
れ
て
い
る
14
。
フ
レ
キ
シ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
は
、
柔

軟
性
（Flexibility

）
と
保
証
（Security

）
か
ら
の
造
語
で
、
柔
軟
な
労
働
市
場
と
高
い
失
業
保
証

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
政
策
で
あ
る
。
こ
の
政
策
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
と
呼
ば

れ
る
（
１
）
解
雇
し
や
す
い
柔
軟
な
労
働
市
場
、（
２
）
手
厚
い
失
業
給
付
、（
３
）
充
実
し
た
職
業
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
解
雇
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
、
企
業
や
従
業
員
の
衰
退
産
業
か
ら

13  JohnH
elliw

ell, RIchardLayard 

, JeffreySachs. “W
O
RLD

 H
APPIN

ESS REPO
RT 2016.” 2016.

14  

翁
百
合
, 

ほ
か　
『
北
欧
モ
デ
ル 

何
が
政
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
の
か
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
, 2012

）
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の
撤
退
を
促
す
。
個
人
に
対
し
て
は
、
手
厚
い
失
業
給
付
金
に
よ
っ
て
生
活
を
保
証
し
た
上
で
、
よ
り

高
付
加
価
値
の
産
業
で
働
け
る
ス
キ
ル
が
付
く
よ
う
職
業
訓
練
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
と
し
て
衰

退
産
業
か
ら
よ
り
高
付
加
価
値
の
産
業
へ
の
移
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
一
人
当
た
り
のG

D
P

を
高

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
一
人
当
た
りG

D
P

を
高
め
る
こ
と
で
、
消
費
税
、
所
得
税
と
も
に
高
い
が
医
療
費
・

介
護
費
用
の
ほ
ぼ
無
料
化
、
大
学
ま
で
の
教
育
費
の
無
料
化
を
実
現
し
た
。
更
に
、
労
働
生
産
性
を
高

め
た
こ
と
で
、
労
働
時
間
を
短
縮
で
き
て
い
る
。
労
使
協
約
に
よ
り
労
働
時
間
週
37
時
間
を
実
現
し
、

法
に
よ
り
年
最
高
５
週
間
の
有
給
休
暇
が
与
え
ら
れ
る
。

技
術
革
新
の
成
果
を
享
受
し
、
豊
か
な
社
会
を
築
く
為
に

　

こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
進
国
の
増
加
及
び
技
術
革
新
に
よ
っ
て
雇
用
は
世
界
的
に
大
き

な
問
題
と
な
る
。
こ
れ
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
に
失
業
に
対
す
る
社
会
保
障
を

充
実
さ
せ
、
新
し
い
産
業
に
移
行
さ
せ
労
働
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
須
に
な
る
。
し
か
し
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
フ
レ
キ
シ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
一
国
だ
け
の
施
策
で
あ
り
国
内
の
雇
用
の
循
環
に
限
定
さ
れ
る
。

雇
用
の
よ
う
な
世
界
的
な
問
題
に
対
し
て
、
国
を
超
え
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。

　

従
来
、
雇
用
政
策
は
地
域
行
政
が
担
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
市
民
は
生
ま
れ
た
場
所
に
よ
り
受
け

ら
れ
る
教
育
や
社
会
保
障
も
、更
に
は
職
業
の
選
択
の
範
囲
も
規
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

Alan Krueger

氏
ら
の
研
究
に
よ
る
（
図1-11

）
 15
に
よ
れ
ば
、
貧
富
の
格
差
が
大
き
い
国
ほ
ど
、

親
と
子
の
収
入
連
動
性
が
高
い
傾
向
に
あ
る
。
収
入
連
動
性
が
高
い
国
に
い
る
市
民
は
、
選
挙
権
が
あ
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る
と
は
い
え
、
こ
の
状
況
を
変
え
る
の
は
難
し

い
。
こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
立
場
か
ら
も
、
地

域
を
超
え
て
政
策
を
選
択
で
き
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。

　

雇
用
の
よ
う
な
国
を
超
え
て
取
組
む
べ
き
世

界
的
な
社
会
問
題
に
対
し
て
、
市
民
が
政
策
を

選
べ
な
い
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
次

節
で
、SIB (Social Im

pact Bond)　

社
会
的

貢
献
投
資
 16
を
活
用
し
た
民
間
の
電
子
行
政
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
す
る
。こ
の
民
間
サ
ー

ビ
ス
は
、
民
間
資
金
を
調
達
し
、
各
国
の
失
業

保
証
や
職
業
訓
練
と
い
っ
た
行
政
機
能
の
一
部

15  AlanKruegerB. “The Rise and Consequences 
of Inequality in the U

nited States.” Centre for 
Am

erican Progress. 2012.

16  

マ
ー
ク
・
Ｊ
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
ク
リ
ス
テ
ィ
・
ユ
ー
ザ
ス. 

(

鵜
尾
雅
隆　

松
本
裕
鴨　

崎
貴
泰 

訳)

『
社
会
的
イ
ン
パ
ク

ト
と
は
何
か 

― 

社
会
変
革
の
た
め
の
投
資
・
評
価
・
事
業

戦
略
ガ
イ
ド
』（
英
治
出
版.2015

）

図1-11　
「The G

reat G
atsby Curve

」
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を
受
け
持
つ
こ
と
で
、
地
域
的
な
広
が
り
を
持
っ
た
雇
用
の
効
率
的
な
循
環
を
実
現
す
る
。
市
民
は
、

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
異
な
る
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

SIB
と
は
、
社
会
問
題
（
こ
こ
で
は
、
雇
用
）
を
解
決
す
る
た
め
の
資
金
調
達
手
段
で
あ
る
。
社
会

問
題
の
解
決
を
行
っ
て
い
るN

PO

（
非
営
利
団
体
）
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
地
域
行
政

が
そ
の
費
用
を
負
担
す
る
の
で
は
な
く
投
資
家
が
負
担
す
る
。
そ
の
社
会
問
題
の
解
決
度
合
い
に
応
じ

て
地
域
行
政
が
投
資
家
に
成
功
報
酬
と
し
て
リ
タ
ー
ン
を
支
払
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
行
政
は
社
会

問
題
解
決
に
必
要
な
費
用
削
減
と
、
リ
ス
ク
・
ヘ
ッ
ジ
を
実
現
で
き
る
。
ま
た
、
投
資
家
は
、
金
銭
的

な
リ
タ
ー
ン
以
外
に
も
、
助
け
合
い
・
満
足
感
・
評
判
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
知
識
・
経
験
・

人
脈
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
、
社
会
的
・
環
境
的
貢
献
と
い
っ
た
社
会
的
リ
タ
ー
ン
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

例
え
ば
、
英
国
のD

epartm
ent for W

ork and Pensions Innovation Fund

 17
は
、
若

者
の
就
業
支
援
を
行
う
基
金
で
あ
る
。
若
者
が
学
校
に
行
か
ず
働
か
な
い
こ
と
で
、
10
年
間
で
生
活

保
護
な
ど280

億
ポ
ン
ド
（
日
本
円
で
約
5
兆
円
）
の
税
金
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
で
、
若
者
の
就

労
支
援
な
ど
の
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
行
政
に
代
わ
っ
て
民
間
が
行
い
、
必
要
な
資
金
はD

W
P 

Innovation Fund

で
民
間
の
投
資
家
か
ら
集
め
て
い
る
。
こ
の
就
労
支
援
に
よ
っ
て
、
必
要
と
な
る

税
金
が
減
少
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
投
資
家
に
成
功
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
。

17  

英
国　

内
閣
府
. ”D

epartm
ent for W

ork and Pensions Innovation Fund”. <https://data.gov.uk/sib_
know

ledge_box/departm
ent-w

ork-and-pensions-innovation-fund>  

参
照
日
: 

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
十
七
日
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電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
提
案

　

こ
こ
で
提
案
す
るSIB

を
活
用
し
た
雇
用
の
流
動
性

を
実
現
す
る
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
を

（
図1-12
）
に
示
す
。
行
政
は
中
間
支
援
組
織
で
あ
る

電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
と
契
約
し
、
職
業
訓
練

と
社
会
保
障
の
業
務
に
関
し
て
成
功
報
酬
の
契
約
を
結

ぶ
（
①
）。
受
益
者
で
あ
る
市
民
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
検
討
し
て
、
あ
る
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
し
登
録
す
る
（
②
）。
投
資
家
は
電
子
行
政
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
投
資
す
る
（
③
）。
電
子
行
政
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、
投
資
家
か
ら
の
資
金
を
元
に
、
市

民
へ
の
雇
用
や
社
会
保
障
の
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
職
業
訓
練
等
を
行
う
事
業
者
を
選
定
し
雇
用
流
動

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
（
④
）。
事
業
者
は
市
民

に
対
し
て
職
業
訓
練
や
失
業
保
険
な
ど
の
支
給
を
行
う

（
⑤
）。
市
民
は
職
業
訓
練
等
で
得
ら
れ
た
技
能
を
も
と

に
仕
事
を
し
て
納
税
す
る
（
⑥
）。
行
政
は
、
税
収
の

増
加
、
社
会
保
障
費
の
削
減
に
対
し
て
、
投
資
家
に

成
功
報
酬
を
支
払
う
（
⑦
）。
更
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

図 1-12　「SIB による電子行政クラウドサービス
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利
か
す
た
め
に
、
独
立
評
価
機
関
が
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
評
価
し
、
雇
用
流
動
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標

達
成
を
判
定
、
投
資
家
へ
の
成
功
報
酬
額
の
算
定
を
行
う

（
⑧
）。
評
価
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
事
業
者
を
評
価
し
雇
用

流
動
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗
を
評
価
す
る
（
⑨
）。

　

地
域
行
政
機
関
及
び
市
民
と
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
と
の
契
約
を（
図 1-13

）に
図
式
化
し
て
あ
る
。
個
々

の
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想

や
理
念
に
基
き
、
社
会
保
障
や
職
業
訓
練
を
様
々
な
形
で

工
夫
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
の
行
政
機
関

は
、
各
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

実
績
、
独
立
評
価
機
関
の
評
価
を
元
に
、
契
約
を
行
う
。

市
民
は
属
す
る
地
域
行
政
府
が
契
約
し
た
電
子
行
政
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
の
一
つ
を
選
ん
で
契
約
す
る
。
そ

の
時
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
評
価
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
評
価
を

参
考
に
で
き
る
。

　

こ
の
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
は
、
雇
用
政
策
の

一
部
を
民
間
が
、
地
域
の
枠
に
囚
わ
れ
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
社
会
保
障
や
職
業
の
選
択
の

図 １ 13　「電子行政クラウドサービスとの契約」
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自
由
を
広
げ
る
も
の
で
あ
る
。
各
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
が
、
そ
の
施
策
を
互
い
に
競
い
あ
う

こ
と
で
、
労
働
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
大
義
あ
る
未
来
が
構
築
で
き
る
と
考
え

る
。

ま
と
め

　

こ
の
項
で
は
、「
ヒ
ト
：
雇
用
」
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
るTO

P

の
労

働
生
産
性
の
問
題
、
経
済
成
長
す
るM

O
P, BO

P

が
「
中
進
国
の
罠
」
に
陥
り
失
業
率
が
増
加
す
る

問
題
、
さ
ら
に
、
技
術
革
新
に
よ
る
従
来
の
職
業
の
消
滅
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
今
後
、
雇
用
は
ま
す

ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
で
大
き
な
問
題
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
雇
用
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
技
術

革
新
の
成
果
を
享
受
で
き
る
社
会
に
す
る
こ
と
で
、
経
済
成
長
に
よ
る
社
会
保
障
の
資
金
の
確
保
、
労

働
生
産
性
向
上
に
よ
る
生
活
の
質
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
技
術
革
新
の
成
果

を
う
ま
く
享
受
で
き
て
い
る
例
と
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
を
取
り
上
げ
、
雇
用
の
流
動
性
を
高
め
た
政
策
フ

レ
キ
シ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
紹
介
し
た
。
雇
用
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
一
国

に
閉
じ
た
政
策
と
し
て
の
取
り
組
み
で
な
く
、
国
を
超
え
た
活
動
を
す
る
存
在
と
し
て
、
民
間
の
資
金

を
活
用
し
た
、「
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に
よ
る
電
子
行
政
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
を
提
示
し
た
。

二
〇
一
七
年
現
在
、
閉
鎖
性
を
志
向
し
た
流
れ
は
世
界
を
覆
い
つ
つ
あ
る
が
、
実
際
は
こ
の
様
な
流
動

性
を
高
め
る
仕
組
み
に
よ
り
、
社
会
性
と
経
済
性
は
両
立
し
、
雇
用
は
循
環
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
で
き
る
事
を
最
後
に
記
し
て
お
く
。
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2　
技
術
革
新
が
繋
ぐ
大
義
あ
る
未
来
「
モ
ノ
編
：
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」

　

1
で
は
、
3
つ
の
社
会
運
営
要
素
の
内
「
ヒ
ト
」
に
お
い
て
経
済
性
と
社
会
性
が
両
立
し
、
継
続
す

る
大
義
あ
る
未
来
が
成
立
し
て
い
る
様
を
描
い
た
。
2
で
は
、「
モ
ノ
」
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

上
げ
る
。
第
１
節
で
触
れ
た
様
に
、
こ
の
課
題
は
人
々
の
認
識
も
偏
っ
て
い
る
事
が
多
く
、
ま
た
範
囲

が
広
い
事
か
ら
、
巷
間
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
な
論
点
に
矮
小
化
す
る
事
は
で
き
な
い
。
問
題
の
幅
、

奥
行
き
を
し
っ
か
り
捉
え
た
上
で
、
技
術
革
新
が
も
た
ら
す
大
義
あ
る
未
来
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
観
点
か

ら
描
写
し
て
み
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史

　

人
類
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史
は
と
て
も
長
い
。
し
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
使
わ
れ
方
を
振
り
返

る
と
、
人
類
は
、
地
球
が
何
億
年
と
い
う
歳
月
を
積
み
重
ね
な
が
ら
自
然
に
蓄
え
て
き
た
化
石
燃
料
を
、

た
っ
た
数
百
年
の
間
に
使
い
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
使
わ
れ
方
の
ス
ピ
ー
ド
は
尋
常
で
は
な
い
の

が
（
図 1-14

）
を
見
て
分
か
る
。
約
50
万
年
前
、人
類
が
薪
を
割
っ
て
火
を
使
い
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、

１
日
の
活
動
時
間
は
劇
的
に
増
え
た
。
陽
が
落
ち
て
か
ら
も
暖
を
取
れ
る
こ
と
で
生
活
の
質
が
上
が
る

こ
と
を
知
っ
て
か
ら
、
人
類
は
少
し
ず
つ
文
明
を
進
歩
さ
せ
て
き
た
が
、
産
業
革
命
で
一
気
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
消
費
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
た
（
図 1-14

、
図1-15
）。
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図 1-15　「世界のエネルギー消費量と人口の推移」

図 1-14　「エネルギー消費の推移」

[

出
所
：
田
中
紀
夫
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移
」

（
石
油/

天
然
ガ
ス 

レ
ビ
ュ
ー’03.11

）
よ
り
抜
粋]

[

出
所
：
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、「
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
と
人
口
推
移
」
よ
り
抜
粋]
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火
か
ら
石
炭
、
そ
し
て
、
石
炭
に
上
積
み
さ
れ
る
形
で
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
原
子
力
と
い
っ
た
化
石

燃
料
を
燃
や
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
き
た
人
類
は
、
や
が
て
そ
の
供
給
が
途
絶
え
始
め
る
と
、
た
ち

ま
ち
20
年
、
30
年
前
の
時
代
に
逆
戻
り
し
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
長
期
間
停
電
が
起

き
た
と
し
よ
う
。
照
明
が
な
く
な
り
、
人
類
の
1
日
24
時
間
の
生
活
は
、
ほ
ぼ
日
照
時
間
に
縮
小
さ
れ
、

産
業
も
急
速
に
停
滞
し
始
め
る
。
特
に
、
現
代
は
、
IT
産
業
な
ど
を
中
心
に
2
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に

よ
る
経
済
活
動
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
な
く
な
る
影
響
は
大
き
い
。

1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
も
影
響
は
大
き
い
。
移
動
手
段
と
な
る
鉄
道
、
車
、
船
、
飛
行
機
に
至
る

ま
で
、
人
と
モ
ノ
の
移
動
が
滞
る
痛
手
は
計
り
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
は
、
生
活
関
連
用
品
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
。
石
油
精
製
品
か
ら
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
洗
剤
な
ど
日
常
必
要
不
可
欠
な
も
の
が
街
か

ら
消
え
て
大
混
乱
に
陥
る
だ
ろ
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
田
中
紀
夫
氏
は
、
こ
う
し
た
人

類
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
セ
グ
メ
ン
ト
分
け
を
し
て
い
る
。
火
を
手
に
入
れ
た
人
類

の
時
期
を
「
第
1
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」、
蒸
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
を
発
明
し
た
頃
を
「
第
2
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
」、
そ
こ
か
ら
、
電
気
が
発
明
さ
れ
て
照
明
に
使
わ
れ
る
と
、
24
時
間
稼
動
の
工
場
の
登

場
や
自
動
車
、
電
気
鉄
道
の
発
明
な
ど
、
よ
り
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
た
時
期
を
「
第
3
次
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
」
と
し
て
い
る
 18
。
果
た
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
は
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

の
中
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
50
年
後
の
未
来
か
ら
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
し
て
考
え
、
地
球
全
体
に
と
っ
て
い
か
に
理
想
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ソ
ー
ス
循

環
を
実
現
し
、
大
義
あ
る
未
来
を
創
造
で
き
る
か
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
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エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
は

　

そ
こ
で
、
本
論
に
入
る
前
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
問
題
に
つ
い

て
整
理
し
て
み
た
（
図1-16

）。
考
え
ら
れ
る
課
題
を
50
年
後

と
見
据
え
、
発
電
燃
料
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
性
（EPR: 

Energy Profit Ratio

）
と
発
電
の
質
と
い
う
観
点
、
発
電
以

外
の
多
目
的
用
途
の
可
否
、
資
源
と
し
て
の
存
続
可
能
性
、
産

業
創
出
力
、
環
境
性
の
5
項
目
と
し
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
問

題
と
い
う
と
、
化
石
燃
料
の
埋
蔵
量
とCO
2

排
出
に
よ
る
環

境
影
響
ば
か
り
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
解
決

手
段
と
し
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
代
表
さ
れ
る
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
が
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
が
、
こ
の
表
を
見
れ
ば
、
そ
れ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
問

題
の
一
面
し
か
見
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
化
石

燃
料
に
は
、
発
電
燃
料
と
し
て
の
用
途
は
あ
る
が
、
そ
の
用
途

は
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ
る
。
1
つ
は
、
産
業
用
の
安
定
操
業

か
つ
、
高
圧
電
源
と
し
て
の
用
途
で
あ
り
、
も
う
1
つ
が
、
家

庭
や
一
般
事
務
所
用
等
、
低
圧
電
源
と
し
て
の
民
生
用
途
で
あ

18　

田
中
紀
夫 『
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移
』（
石
油/

天
然
ガ
ス 

レ
ビ
ュ
ー　

二
〇
一
三
年
一
一
月
）

図 1-16　「エネルギー資源問題の整理」
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る
。
発
電
以
外
の
多
目
的
用
途
に
お
い
て
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
と
っ
て
不
可
欠
な
ガ
ソ
リ
ン
、
船
舶
、

ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
等
と
し
て
の
用
途
な
ど
が
あ
る
。
一
方
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
呼
ば
れ
る
も
の
の

多
く
は
、
主
に
発
電
用
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
整
理
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
の

は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
簡
単
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
問
題
が
片
付
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
だ
。
こ
の
点
か
ら
目
を
逸
ら
す
こ
と
な
く
、
大
義
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て

い
き
た
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
起
点
の
産
業
開
発

　

冒
頭
、
人
類
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史
を
俯
瞰
し
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
類
が
、
い

つ
頃
か
ら
、
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
、
何
の
資
源
を
中
心
に
使
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
そ
の
使
わ
れ
方

は
、産
業
や
生
活
環
境
の
発
展
の
た
め
だ
け
だ
っ
た
の
か
。
そ
う
い
っ
た
流
れ
を
大
局
的
に
振
り
返
り
、

是
非
を
分
け
た
上
で
未
来
を
創
造
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
事
実
は
周
知
の
通
り
で
、
始
ま
り
は
産
業
革
命
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
を
起
点
と
し
た

大
消
費
時
代
の
始
ま
り
は
、
技
術
革
新
が
ト
リ
ガ
ー
と
な
っ
て
、
石
炭
、
石
油
を
中
核
燃
料
と
し
て
経

済
発
展
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
２
度
の
世
界
大
戦
や
そ
れ
に
続
く
多
く
の
戦
争
、
例
え
ば
、
朝
鮮
戦

争
︵
一
九
五
〇
年
︲
一
九
五
三
年
）、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
︵
一
九
五
五
年
︲
一
九
七
五
年
）、
中
東
戦
争
︵

一
九
四
八
年
︲
一
九
七
三
年
）
で
も
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
消
費
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
経
済
発

展
だ
け
で
な
く
、
戦
争
用
途
や
資
源
を
奪
い
合
う
種
に
さ
え
な
っ
て
き
た
。

　

一
方
で
、
た
っ
た
数
百
年
の
間
に
こ
れ
ほ
ど
の
消
費
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
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済
の
格
差
は
存
在
し
て
お
り
、
地
球
上
で
戦
争
や
紛
争
が
終
わ
る
気
配
も
な
い
。
時
と
し
て
、
金
と
武

力
を
持
つ
大
国
が
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
国
際
舞
台
の
中
で
政
治
力
と
し
て
使
い
、
資
源
国
同
士
、

あ
る
い
は
、
資
源
国
と
非
資
源
国
と
の
間
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
構
図
を
作
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
真
の
意
味
で
大
義
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ソ
ー
ス
循

環
を
考
え
る
た
め
に
は
、
単
純
に
環
境
性
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
方
法
だ
け
の
問
題
と
し
て
議
論
が
で
き

な
い
こ
と
が
分
か
る
。
何
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
不
均
衡
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
原
因
な
の
か
を
整

理
分
析
し
、
未
来
創
造
の
た
め
に
何
を
優
先
す
べ
き
か
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
リ
ソ
ー
ス
の
好
循
環
を

図
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
か
を
問
う
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
戦
略
的
な
好
循
環
モ
デ
ル

は
、（
図1-17

）
に
示
す
よ
う
な
循
環
構
造
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
中
心
に
据
え
、
自
国
で
開

発
し
、
自
給
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
低
減
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
や
工
業
・
産
業
拡
大
の
サ
イ
ク
ル

を
作
ろ
う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
雇
用
が
生
ま
れ
、
生
活
水
準
を
向
上
さ
せ
る
。

黒
字
で
示
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
時
々
に
必
要
と
な
る
支
援
や
国
の
政
策
の
一
部
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
資
源
の
開
発
に
は
小
さ
く
て
も
数
百
億
円
、
大
き
い
も
の
で
１
兆
円
規
模
だ
。
よ
っ
て
、
原
則
そ

の
開
発
規
模
は
そ
の
国
の
経
済
成
長
規
模
に
合
わ
せ
た
も
の
と
し
、
段
階
的
で
長
期
的
な
開
発
計
画
と

す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
ろ
う
。
そ
の
経
済
拡
大
モ
デ
ル
作
り
は
専
門
家
に
任
せ
る
と
し
て
、
途
上
国
に

お
い
て
は
輸
出
用
で
は
な
く
自
国
用
に
当
面
限
る
政
策
が
必
要
と
な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
国

際
石
油
資
本
や
経
済
大
国
に
よ
る
投
資
に
よ
り
、
資
源
埋
蔵
国
で
開
発
し
た
も
の
の
多
く
を
輸
出
す
る

と
い
う
ス
キ
ー
ム
の
改
善
は
不
可
欠
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
自
国
で
資
源
の
上
流
事
業
か
ら
下
流
ま
で
一

貫
し
た
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
築
く
こ
と
で
、
リ
ソ
ー
ス
の
循
環
を
図
れ
ば
、
地
球
上
に
お
け
る
経
済
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格
差
を
緩
和
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
の
が
一
つ
の
提
案
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図1-17　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
よ
る
循
環
社
会
づ
く
り
の
サ
イ
ク
ル
」
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大
義
あ
る
未
来　
～
天
然
ガ
ス
を
例
と
し
て
～

　

そ
こ
で
、
こ
の
モ
デ
ル
に
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
天
然
ガ
ス
を
当
て
は
め
て
議
論
を
拡
げ
て
み
た
い
。

ち
な
み
に
、
天
然
ガ
ス
は
、
わ
が
国
で
こ
そ
Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
の
輸
入
量
が
世
界
最
大
で
、

貯
蔵
基
地
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
そ
し
て
消
費
ま
で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
が
整
っ
て
い
る
た
め
良
く

知
ら
れ
て
は
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ
日
本
の
よ
う
に
進
化
し
た
使
わ
れ
方
を

さ
れ
て
い
る
資
源
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
強
力
で
、
国
内
イ
ン
フ
ラ
発
達

の
た
め
の
し
っ
か
り
し
た
戦
略
が
描
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
技
術
が
確
立
し
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
、

多
く
の
雇
用
を
必
要
と
す
る
産
業
で
あ
り
、
発
電
に
限
ら
ず
重
工
業
に
も
つ
な
が
る
裾
野
の
広
い
ビ
ジ

ネ
ス
で
あ
る
。
そ
の
天
然
ガ
ス
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
つ
い
て
、
次
の
３
つ
の
可
能
性
を
挙
げ
て

考
え
て
み
た
い
。

　

１
つ
目
は
、地
域
偏
在
解
消
の
可
能
性
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
人
類
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史
を
振
り
返
っ

て
分
か
る
よ
う
に
、
主
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
、
世
界
の
あ
る
特
定
の
地
域
に
し
か
存
在
し
な
い
も

の
だ
と
、
場
所
に
よ
っ
て
流
通
コ
ス
ト
が
割
高
に
な
り
価
格
も
そ
れ
に
反
映
さ
れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、

仕
向
け
先
の
需
要
量
に
よ
っ
て
は
供
給
に
偏
り
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
は
、
あ
る
特
定
の
地
域

だ
け
が
強
い
供
給
能
力
を
持
つ
こ
と
で
、
国
際
紛
争
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
よ
っ

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
元
が
需
要
地
と
近
く
、
ま
し
て
や
供
給
元
の
国
の
判
断
だ
け
で
、
取
り

引
き
が
左
右
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
理
想
的
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
天
然

ガ
ス
は
、
埋
蔵
地
の
偏
り
が
少
な
く
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
所
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
（
図 1-18

）。
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ち
な
み
に
、（
図1-18

）
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
実
は
わ
が
国
に
も
未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
い
う
天
然
ガ
ス
資
源
の
一
種

が
日
本
領
海
域
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
、
我
が
国
の
排
他

的
経
済
水
域
の
海
底
に12.6

兆
m3

埋
蔵
さ
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
国
内
の
年
間
天
然
ガ
ス
消
費
量
約

1125

億
m3

で
試
算
す
る
と
約
百
年
分
相
当
の
天
然
ガ

ス
資
源
を
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
世
界
に
目
を
向
け

れ
ば
、
在
来
型
天
然
ガ
ス
よ
り
も
さ
ら
に
埋
蔵
地
に
偏

在
が
な
い
の
が
わ
か
る
（
図1-19

図 1-20

）。

　

２
つ
目
は
、
石
油
代
替
と
多
目
的
利
用
の
可
能
性
で

あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
使
わ
れ
方
は
、
当
然
電
力

だ
け
で
は
な
い
方
が
良
い
。
も
ち
ろ
ん
発
電
の
た
め
に

要
す
る
燃
料
用
資
源
は
多
大
だ
。
だ
が
、
石
炭
や
石
油

が
果
た
し
て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
価
値
は
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ

ソ
ー
ス
循
環
で
は
、
産
業
を
生
み
、
雇
用
を
生
み
、
そ

し
て
安
定
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
さ
れ
る
社
会
を
理
想

図 1-18　「世界の天然ガスの埋蔵量」
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図 1-19　「日本のメタンハイドレート分布図」

図 1-20　「世界のメタンハイドレート分布図」
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と
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
必
要
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を

代
替
し
得
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
観
点
か
ら
、
石
炭
で
言
え
ば

鉄
鋼
製
品
を
作
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い

原
料
で
あ
り
、
石
油
は
精
製
し
て
幅
広

い
用
途
の
素
材
と
し
て
供
給
を
果
た
し

て
き
た
価
値
が
あ
る
。
そ
の
少
な
く
と

も
一
部
を
補
完
で
き
る
可
能
性
が
高
い

の
は
天
然
ガ
ス
で
あ
り
、
い
く
ら
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
環
境
に
や
さ
し
く
、
設

置
が
簡
単
だ
と
は
い
え
、
そ
れ
は
環
境

と
い
う
側
面
だ
け
を
見
た
論
に
過
ぎ
な

い
わ
け
で
、
石
炭
や
石
油
が
担
っ
て
き

た
、
社
会
に
お
け
る
貴
重
な
役
割
の
代

替
機
能
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
い
（
図 

1-21

）。

図 1-21　「石油と天然ガスが生む素材」
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ま
た
、
多
目
的
利
用
の
観
点
か
ら
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
天
然
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
最

近
で
は
3
つ
の
用
途
を
目
的
と
す
る
ト
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
る
も
の
も
出
て
き
た
。
こ

の
ト
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
農
業
利
用
に
役
立
て
ら
れ
て
お
り
、
天
然
ガ
ス
の
価
格
が
安
い
国
で

は
普
及
が
始
ま
っ
て
い
る
。
農
家
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
１
台
天
然
ガ
ス
駆
動
の
エ
ン
ジ
ン
（
ガ
ス

エ
ン
ジ
ン
）
を
置
き
、
ガ
ス
で
発
電
し
た
も
の
で
施
設
の
電
気
や
機
材
の
電
力
を
賄
い
、
エ
ン
ジ
ン
か

ら
出
た
排
熱
を
利
用
し
て
温
水
、
温
風
を
作
る
。
そ
し
て
、
そ
の
排
熱
の
一
部
か
ら
有
害
物
質
を
取
り

除
き
、CO

2

を
取
り
出
し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
の
植
物
向
け
に
供
給
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
中

に
は
、
余
剰
電
力
を
売
電
し
た
り
で
き
るFIT(

補
助
金)

が
あ
る
国
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
石
油

代
替
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
天
然
ガ
ス
は
２
つ
以
上
の
複
数
の
用
途
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

3
つ
目
は
、
環
境
負
荷
原
因
の
解
消
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
フ
ェ
ア
を
目
指
し
、
地
球
全
体
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
と
い
う
リ
ソ
ー
ス
を
好
循
環
さ
せ
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
人
体
に
悪
影
響
を
与

え
た
り
、
地
球
温
暖
化
原
因
で
あ
るG

H
G

排
出
の
多
い
物
質
を
挙
げ
て
み
て
も
説
得
力
が
な
い
。
天

然
ガ
ス
は
ど
う
か
。（
図 1-22

）
を
見
て
欲
し
い
。
石
炭
や
石
油
に
比
べ
化
石
燃
料
の
中
で
は
地
球
温

暖
化
原
因
で
あ
るCO

2

排
出
量
は
圧
倒
的
に
少
な
く
、
大
気
汚
染
の
原
因
で
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
を
発
出
す
る
硫
黄
酸
化
物
に
至
っ
て
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
（
図 1-22

）。
グ
ロ
ー

バ
ル
規
模
で
経
済
発
展
を
支
え
る
た
め
に
は
、
環
境
へ
の
負
荷
原
因
を
解
消
し
、
集
中
し
た
排
出
を
緩

和
す
る
必
要
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
天
然
ガ
ス
を
中
心

に
据
え
た
リ
ソ
ー
ス
循
環
モ
デ
ル
が
3
つ
の
視
点
で
は
機

能
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
特
に
、
発
展

途
上
国
に
お
け
る
天
然
ガ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
の
裾
野
は
さ
ら
に

広
い
こ
と
も
分
か
る
。
例
え
ば
、
下
流
か
ら
順
番
に
挙
げ

る
と
、
オ
ー
ル
ガ
ス
化
住
宅
、
天
然
ガ
ス
自
動
車
（CN

G

（
圧
縮
天
然
ガ
ス
）、LN

G

（
液
化
天
然
ガ
ス
））、
天
然
ガ

ス
供
給
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、LN

G

燃
料
船
及
び
、LN

G

バ

ン
カ
リ
ン
グ
設
備
（
給
ガ
ス
設
備
）、LN

G

受
入
・
払
出

し
基
地
や
サ
テ
ラ
イ
ト
基
地
等
ど
ん
ど
ん
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
育
成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
中
流
に
は
、
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
網
の
建
設
、LN

G

輸
送
船
の
造
船
な
ど
土
木
作
業
や

機
械
加
工
の
作
業
が
山
の
よ
う
に
生
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

石
油
依
存
国
で
天
然
ガ
ス
の
流
通
の
少
な
い
先
進
国
で
は
、

そ
の
転
換
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
コ
ス
ト
が
高
く
つ
き
容
易

で
は
な
い
が
、
発
展
途
上
国
で
あ
れ
ば
全
く
無
の
状
態
か

ら
天
然
ガ
ス
社
会
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

効
率
的
だ
。
し
か
も
、
肉
体
労
働
か
ら
知
的
労
働
ま
で
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
雇
用
が
生
ま
れ
、
産
業
が
分
散
さ
れ
る
た

図 1-22　「石炭、石油、天然ガスのCO2等排出量比較」

[ 出所：国土交通省「天然ガス燃料船の早期実用化・導入の背景」より抜粋 ]
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図 1-23　「天然ガスの高度利用ネットワーク構想」

[ 出所：「天然ガスの総合的高度利用を目指して」
            日本エネルギー学会 ,2006.8 より抜粋 ]
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め
サ
ー
ビ
ス
業
も
成
り
立
つ
と
い
う
利
得
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
重
工
業
が
発
達
し
、
イ
ン
フ
ラ
に
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
労
働
者
向
け
の
宿
泊
施
設
、
飲
食
店
、
商
業
施
設
が
必
要
と
な
ろ
う
。

地
元
で
採
れ
る
安
い
天
然
ガ
ス
の
灯
り
の
下
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
給
で
き
る
社
会
に
な
れ
ば
、
ま
た
一

歩
グ
ロ
ー
バ
ル
な
リ
ソ
ー
ス
循
環
社
会
の
実
現
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め

　

本
項
の
初
め
に
整
理
し
た
表
に
、
こ
の
天
然
ガ
ス
を
加
え
て
あ
ら
た
め
て
比
較
す
る
と
（
図1-24

）

の
よ
う
に
な
る
。
天
然
ガ
ス
が
最
善
で
あ
る
な
ど
と
は
言
う
つ
も
り
は
な
い
が
、
現
実
味
の
あ
る
50
年

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
、
好
循
環
社
会
を
創
造
す
る
上
で
の
候
補
と
い
え
よ
う
。

　

最
後
に
、
そ
の
具
体
的
な
好
例
を
挙
げ
る
。
天
然
資
源
で
沸
く
人
口
約2400

万
人
の
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
や
ジ
ン
バ
ブ
エ
で
あ
る
（
図1-25
、
図 1-26

）。
特
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
は
、
世
界
で
最
大
規
模
の

天
然
ガ
ス
の
埋
蔵
量
が
発
見
さ
れ
、イ
ン
フ
ラ
整
備
も
含
め
れ
ば
事
業
規
模
お
よ
そ
1
兆
円
と
言
わ
れ
、

も
は
や
数
年
前
の
街
の
景
色
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
発
展
し
た
の
が
わ
か
る
。
天
然
ガ
ス
資
源
の
活

用
を
基
本
と
し
た
公
器
の
下
、
自
国
自
給
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
コ
ス
ト
を
下
げ
、
一
か
ら
事
業
を
始
め
る
。

そ
の
時
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
技
術
移
転
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
・
工
業
発
展
の
た
め
の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
、雇
用
創
出
に
は
規
制
緩
和
、生
活
水
準
の
向
上
に
は
社
会
保
障
制
度
の
確
立
。こ
れ
ら
は
、

欠
か
せ
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
天
然
ガ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
に
よ
る
リ
ソ
ー
ス
循
環
モ
デ
ル
と
し
て
活
用
す
る
機
運
が
高
ま
る
可
能
性
は
あ
る
。
重
工
業
の
良
い

と
こ
ろ
は
、
大
規
模
な
雇
用
創
出
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
実
は
、
重
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図 1-24　「エネルギー資源問題の整理」

図 1-25　
「
資
源
に
よ
り
街
が
美
し
く

整
備
さ
れ
ゆ
く
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
の
首

都
マ
プ
ト
」

図1-26　
「
高
層
ビ
ル
も
立
ち
並
ぶ
ジ

ン
バ
ブ
エ
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
」
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工
業
も
IT
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
公
害
を
生
む
原
因
と
さ
れ

て
き
た
悔
悟
か
ら
、
思
い
切
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
な

ら
埋
立
て
る
し
か
な
か
っ
た
が
れ
き
や
産
業
廃
棄
物
を1000

度
以
上
の
熱
で
燃
や
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
発
電
す
る
プ
ラ
ン
ト
を
、
鉄
鋼
の
高
炉
製
鉄
か
ら
応
用
し
て
考
案
を
し
た
り
、
糞
尿
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
た
発
電
シ
ス
テ
ム
（
原
理
は
メ
タ
ン
発
酵
）
等
の
発
想
も
天
然
ガ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
発
展
途
上
国
で
は
、
初
め
か
ら
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
も
し
、
コ
ス
ト
が
ほ
ぼ
か
か
ら
な
い
糞
尿
を
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
近
隣
で
融
通
し
合

う
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
れ
ば
、
衛
生
環
境
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
も
併
せ
持
つ
。
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
重
工
業
発
展
、
雇
用
促

進
と
い
う
循
環
機
能
を
持
た
せ
る
べ
き
で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
無
尽
蔵
に
消
費
さ
れ
る
単
な
る
モ
ノ

の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
基
盤
の
柱
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
大
義
あ
る
未
来

の
社
会
づ
く
り
の
歩
み
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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19  

「
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
南
欧
、
迫
ら
れ
る
財
政
再
建
、
痛
み
へ
の
不
満
も
強
く
」『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
二
月
一
一
日
朝

刊
（
6
）。

3 
技
術
革
新
が
拓
く
大
義
あ
る
未
来
「
カ
ネ
編
：
財
政
均
衡
社
会
」

　

こ
れ
ま
で
、
3
つ
の
社
会
運
営
要
素
の
内
「
ヒ
ト
」「
モ
ノ
」
を
見
て
き
た
訳
だ
が
、
こ
こ
で
は
最

後
の
「
カ
ネ
」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
カ
ネ
の
源
は
第
１
節
で
述
べ
た
様
に
国
債
で
あ
る
。
そ
の
国

債
の
生
み
の
親
は
、
国
の
財
政
赤
字
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
技
術
革
新
を
起
点
と

し
た
活
動
が
大
義
あ
る
未
来
を
構
成
す
る
姿
を
み
て
み
た
い
。

技
術
革
新
の
進
化
が
も
た
ら
す
財
政
均
衡
社
会

　

歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
財
政
赤
字
が
発
生
し
て
い
る
国
は
世
界
で
多
い
。
歳
出
を
削
る

事
や
増
税
し
歳
入
を
増
や
す
の
は
基
本
的
に
為
政
者
に
と
っ
て
難
し
い
決
断
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
出

来
る
限
り
先
送
り
さ
れ
が
ち
だ
。
際
限
な
く
こ
の
問
題
を
先
送
り
す
る
事
は
不
可
能
で
ど
こ
か
で
ツ
ケ

は
払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
現
在
南
欧
州
で
は
、
国
家
財
政
赤
字
削
減
の
為
に
激
し
い
経
済
的
痛
み

を
課
さ
れ
て
い
る
国
が
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
国
で
は
、
財
政
健
全
化
の
為
に
社
会
保
障
費
は
カ
ッ
ト
さ

れ
、
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
層
ま
で
削
減
は
及
び
、
民
心
は
荒
れ
て
い
る
 19
。

　

さ
て
、技
術
革
新
の
進
化
と
し
て
は
特
に
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
（
分
散
型
台
帳
技
術
、図1-27

参
照
）

が
注
目
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
有
望
な
舞
台
と
し
て
存
在
感
を
増
し
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
に
は
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
あ
る
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地
点
か
ら
あ
る
地
点
ま
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
場
合
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
部
が
途

中
で
何
度
も
コ
ピ
ー
さ
れ
る
事
で
伝
達
は

な
さ
れ
る
。
こ
の
伝
達
時
の
コ
ピ
ー
問
題

が
重
要
な
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
自
由
に
ネ
ッ

ト
で
遣
り
取
り
す
る
際
に
ネ
ッ
ク
と
な
る
。

つ
ま
り
お
金
と
い
う
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
に

載
せ
た
瞬
間
に
、
コ
ピ
ー
さ
れ
て
増
や
せ

て
し
ま
う
の
だ
。そ
こ
で
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
の
登
場
で
あ
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

を
使
う
と
こ
の
コ
ピ
ー
問
題
を
解
決
で
き
、

初
め
て
安
全
に
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
ネ
ッ
ト

経
由
で
送
れ
る
様
に
な
る
。
ま
た
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
に
は
台
帳
的
機
能
が
あ
り
、

様
々
な
デ
ー
タ
を
記
録
す
る
事
が
可
能
な

点
も
有
望
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る 

 20
。

 
現
在
の
徴
税
シ
ス
テ
ム
に
は
、
多
く
の

不
備
が
あ
る
。
例
え
ば
申
告
も
れ
、
脱
税
、

今
現
在
の
税
率
区
分
の
適
切
性
等
々
が
上

図 1-27　「ブロックチェーンのイメージ」

（出所：経済産業省「平成 27 年度　我が国経済社会の情報化・サービス化に係
る基盤整備」）
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げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
不
備
が
財
政
問
題
の
歳
入
不
足
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
に

対
し
て
政
府
が
コ
ス
ト
安
で
、
広
く
納
得
性
や
透
明
性
を
持
っ
て
課
税
す
る
事
が
出
来
る
未
来
を
想
像

し
て
み
た
い
。

　

今
後
、個
人
に
関
係
す
る
情
報
は
益
々
ネ
ッ
ト
を
流
通
す
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
様
な
情
報
を
、

例
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
に
社
会
保
障
番
号
等
を
利
用
し
て
纏
め
る
事
が
出
来
れ
ば
、
個
人
に
関

し
て
の
属
性
を
整
備
す
る
事
が
出
来
る
。
そ
の
上
で
、
ス
マ
ホ
や
ウ
エ
ラ
ブ
ル
端
末
等
で
個
人
認
証
が

出
来
る
様
に
な
り
、
更
に
決
済
口
座
を
端
末
上
で
統
合
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
個
人
経
済
活
動
を
特
定
し

追
跡
出
来
る
様
に
な
る
。
こ
の
様
な
技
術
背
景
を
基
に
、
徴
税
シ
ス
テ
ム
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
事
が

可
能
に
な
る
 21
。

20  

ケ
ヴ
ィ
ン
・
ケ
リ
ー（
服
部
桂
）『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
次
に
来
る
も
の
』（N

H
K

出
版
、二
〇
一
六
年
七
月
三
十
一
日
、第
3
章
、

第
1
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

21  

斉
藤
元
章
『
エ
ク
サ
ス
ケ
ー
ル
の
衝
撃
』（PH

P

研
究
所
、
二
〇
一
五
年
一
月
八
日
、
第
4
章
、
第
2
項
）。
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技
術
革
新
の
導
入
（
歳
入
面
）

　

前
述
の
よ
う
に
個
人
の
経
済
活
動
と
属
性
を
特
定
出
来
る
様
に
な
る
訳
だ
が
、
そ
の
上
で
諸
税
お
よ

び
社
会
保
障
費
を
例
え
ば
消
費
税
に
一
本
化
す
る
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
個
人
の
属
性
に
合
わ
せ
、
個

人
毎
に
異
な
っ
た
税
率
を
設
定
し
、
徴
税
出
来
る
様
に
な
る
。
例
え
ば
、
国
の
ト
ー
タ
ル
の
個
人
金
融

資
産
に
占
め
る
個
人
別
の
シ
ェ
ア
に
基
づ
い
て
、
個
人
別
に
税
率
を
設
定
す
れ
ば
、
か
な
り
納
得
感
の

あ
る
徴
税
が
可
能
に
な
る
上
、格
差
問
題
に
も
有
効
な
手
段
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。更
に
個
人
別
の
シ
ェ

ア
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
計
算
す
れ
ば
、
税
率
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
変
更
が
可
能
と
な
る
。

　

そ
の
上
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
は
決
済
は
即
時
に
終
了
す
る
の
で
、
確
定
申
告
及
び
納
税
と
い
う
手

間
も
な
く
な
る
。
国
の
徴
税
に
関
す
る
コ
ス
ト
は
劇
的
に
下
が
り
、
個
人
の
手
間
や
コ
ス
ト
も
大
き
く

下
が
る
。
ま
た
申
告
も
れ
、
脱
税
は
事
実
上
不
可
能
と
な
り
、
全
員
の
納
得
性
は
高
ま
る
だ
ろ
う
。
国

家
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は
、日
々
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
基
本
の
税
率
を
変
化
さ
せ
る
事
も
可
能
と
な
り
、

財
政
問
題
に
対
し
て
強
力
な
効
果
を
発
揮
出
来
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
納
税
制
度
導
入
に
当
た
っ
て
は
、納
税
者
に
与
え
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
考
え
た
い
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
い
っ
て
も
金
銭
的
な
も
の
で
な
く
、
承
認
欲
求
を
満
た
す
様
な
制
度
設
計
が
望
ま

し
い
。
例
え
ば
納
税
額
の
多
い
人
を
政
府
が
表
彰
す
る
と
い
う
事
は
有
効
だ
ろ
う
。
更
に
一
定
回
数
の

表
彰
で
、
各
国
の
名
誉
度
の
高
い
行
事
に
招
待
す
る
事
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
名
誉
や
承
認
と
い
っ
た
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
利
用
し
て
、
多
額
に
税
金
を
払
う
事
を
賞
賛
す
る
と
い
う
社
会
的
風
潮
を
成
立
さ
せ

る
の
だ
。
例
え
ば
日
本
で
の
玉
垣
（
神
社
等
に
寄
進
し
た
者
の
名
前
を
柵
の
代
わ
り
に
巡
ら
せ
た
石
の

柱
に
刻
ん
だ
モ
ノ
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
頂
く
と
、
こ
こ
は
分
か
り
や
す
い
か
と
思
う
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徴
税
を
巡
る
社
会
環
境
は
劇
的
に
変
化
す
る
訳
だ
が
、
次
は
こ
の
事
が
各
個
人
の
意
識
に
与
え
る
影
響

を
考
え
て
み
た
い
。
各
個
人
に
と
っ
て
の
納
税
状
況
は
透
明
化
す
る
事
に
な
る
。
例
え
ば
こ
れ
ま
で
日

本
で
は
、
給
与
所
得
者
は
給
与
天
引
き
制
度
に
よ
り
、
納
税
者
と
し
て
の
意
識
が
薄
い
傾
向
が
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
の
制
度
に
よ
り
自
分
の
納
税
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把
握
出
来
る
様
に
な
る
。
そ
う
す
る

と
人
々
は
国
の
財
政
運
営
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
そ
の
運
営
状
況
に
今
よ
り
多
く
の
注
文
を
付
け
る

様
に
な
る
だ
ろ
う
。要
す
る
に
政
府
の
財
政
運
営
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
強
く
す
る
様
に
な
る
の
だ
。

こ
の
事
が
政
府
の
放
埓
な
財
政
運
営
に
対
し
て
牽
制
と
な
り
、
効
率
的
な
財
政
運
営
を
強
い
る
事
に
な

り
、
政
府
は
国
民
に
対
し
て
今
よ
り
も
重
い
説
明
責
任
を
負
う
事
に
な
る
。「
な
ぜ
こ
れ
だ
け
の
税
金

額
が
必
要
な
の
か
？
」「
ど
こ
に
そ
の
資
金
を
使
う
の
か
？
」を
合
理
的
に
説
明
出
来
な
け
れ
ば
、ス
ム
ー

ズ
な
財
政
運
営
は
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
 22
。

22   

ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
リ
フ
キ
ン
（
柴
田
裕
之
）『
限
界
費
用
ゼ
ロ
社
会
』（N

H
K

出
版
、二
〇
一
五
年
一
〇
月
三
十
一
日
、第
10
章
）。
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技
術
革
新
の
導
入
（
歳
出
面
）

　

話
題
を
歳
入
側
か
ら
歳
出
側
に
切
り
替
え
て
み
た
い
。
歳
出
側
の
問
題
は
社
会
保
障
費
等
の
支
出
が

徴
税
収
入
を
上
回
っ
て
い
る
事
だ
。
止
む
を
得
な
い
部
分
は
あ
る
に
せ
よ
、
こ
こ
は
歳
入
と
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
状
は
歳
入
と
歳
出
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
事
を
放
棄
し
、
代
わ
り
に
国

債
を
発
行
し
将
来
か
ら
資
金
を
借
り
て
く
る
事
で
問
題
を
先
送
り
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
残
念
な

が
ら
野
放
図
な
借
金
は
ど
こ
か
で
行
き
詰
ま
る
も
の
だ
。

　

も
し
こ
れ
が
個
人
の
家
計
で
起
き
て
い
た
ら
、
と
っ
く
に
節
約
を
行
っ
て
い
る
事
だ
ろ
う
。
し
か
し

そ
れ
が
政
府
ベ
ー
ス
に
な
る
と
人
々
の
行
動
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
「
皆
が
現
状
を
案
外
は
っ

き
り
と
理
解
し
て
い
な
い
」
や
「
最
後
は
誰
か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
」「
今
の
自
分

が
よ
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
」
等
、
人
々
の
当
事
者
意
識
が
薄
い
事
が
原
因
に
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
で
も
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
ベ
ー
ス
の
歳
出
管
理
が
有
効
だ
。
例
え
ば
、
各
人
の
一
生
涯
に
受

け
ら
れ
る
国
か
ら
の
資
金
（
社
会
保
障
費
等
）
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
認
識
で
き
る
様
に
な
っ
た
ら
ど
う

だ
ろ
う
か
？
基
本
的
に
国
の
歳
入
か
ら
必
要
経
費
を
引
い
た
残
り
の
部
分
を
国
民
に
分
配
す
る
事
に
す

る
。
当
然
財
政
赤
字
国
の
現
状
の
状
態
を
考
え
た
ら
単
年
度
で
払
え
る
お
金
は
な
い
の
で
、
こ
れ
に
先

立
っ
て
財
務
再
建
計
画
の
策
定
は
必
要
だ
。
個
人
へ
の
国
か
ら
の
資
金
（
分
配
額
）
は
、
各
人
の
属
性

に
よ
っ
て
歳
入
へ
の
請
求
率
を
決
め
れ
ば
よ
い
。
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
基
本
的
人
権
を
維
持
す
る
と
い

う
レ
ベ
ル
を
基
準
と
し
、
各
個
人
の
属
性
を
加
味
し
請
求
率
を
設
定
す
る
。
ま
た
こ
の
請
求
率
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
変
更
で
き
る
様
に
す
る
事
も
可
能
で
、
各
人
の
急
な
財
産
状
況
の
変
化
に
も
対
応
は
可
能

だ
。
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人
々
の
将
来
の
日
々
の
生
活
を
想
像
す
る
と
、
例
え
ば
ス
マ
ホ
上
に
あ
る
決
済
口
座
に
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
各
人
の
請
求
率
に
応
じ
て
国
か
ら
資
金
が
振
り
込
ま
れ
て
く
る
。
更
に
各
個
人
の
一
生
涯
の
見
込

み
受
け
取
り
額
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
。税
率
の
変
更
や
政
府
歳
出
項
目
の
変
更
に
応
じ
て
、

受
け
取
り
見
込
み
額
は
更
新
さ
れ
る
。
も
し
国
債
を
発
行
し
て
年
金
を
増
額
し
た
ら
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ス
マ
ホ
上
で
年
金
受
け
取
り
見
込
み
額
が
増
加
す
る
が
、
同
時
に
孫
の
年
金
受
け
取

り
見
込
み
額
が
減
少
す
る
。
ど
こ
に
恩
恵
が
あ
り
ど
こ
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
か
が
明
確
に
分
か
る
様
に

な
る
。

　

人
々
の
生
活
設
計
は
、
基
本
的
に
給
料
が
あ
れ
ば
給
料
と
こ
の
受
け
取
っ
た
金
額
の
範
囲
内
で
賄
う

様
に
、
各
人
で
計
画
し
て
生
活
し
て
も
ら
う
の
だ
が
、
こ
の
部
分
に
も
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
考
え
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
納
税
額
と
受
け
取
り
の
差
し
引
き
が
納
税
超
で
あ
れ
ば
、
政
府
か
ら
電
子
感
謝
状
等
が

貰
え
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
も
金
銭
的
な
価
値
は
な
く
、
承
認
欲
求
を
満
た
す
形
で
報
い
る
の

だ
。

　

ま
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
ベ
ー
ス
に
政
府
財
政
を
乗
せ
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に
全
て
の
歳
出
の

細
目
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す
る
事
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
様
な
世
界
で
は
、
人
々
は
国
の
財
布
の

中
身
を
自
分
の
財
布
の
様
に
理
解
す
る
様
に
な
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
今
ま
で
の
様
な
無
軌
道
な
歳
出
は

制
限
さ
れ
、
計
画
性
あ
る
物
に
変
化
す
る
。
も
ち
ろ
ん
個
人
の
例
外
的
突
発
支
出
（
急
病
等
）
に
関
し

て
は
、
支
援
が
出
る
様
な
仕
組
み
は
当
然
必
要
だ
ろ
う
。
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技
術
革
新
が
も
た
ら
す
変
化　
（
社
会
）

　

国
の
歳
出
が
透
明
化
し
、
各
人
の
国
か
ら
受
け
取
る
資
金
額
が
明
確
に
な
る
事
に
よ
っ
て
人
々
は
政

府
財
政
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
強
く
す
る
だ
ろ
う
。
各
人
の
請
求
率
に
よ
っ
て
い
く
ら
資
金
が
受
け

ら
れ
る
か
が
各
人
毎
に
明
確
に
知
る
事
に
な
る
の
だ
。
国
家
財
政
の
入
り
と
出
を
個
人
ベ
ー
ス
で
明
確

に
把
握
出
来
る
様
に
な
る
為
、
人
々
の
国
家
財
政
に
対
す
る
意
識
は
変
化
す
る
だ
ろ
う
。
ま
る
で
個
人

の
家
計
を
運
営
す
る
様
な
意
識
で
国
家
財
政
を
捉
え
る
様
に
な
る
の
だ
。

　

二
〇
一
七
年
現
在
我
々
が
こ
の
問
題
を
解
決
出
来
な
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
各
人
に

と
っ
て
我
が
家
の
家
計
で
は
な
い
の
で
、
悪
く
言
う
と
誰
か
を
出
し
抜
い
て
で
も
自
分
だ
け
は
い
い
思

い
を
し
た
い
と
い
う
フ
リ
ー
ラ
イ
ド
の
様
な
心
理
が
働
い
て
し
ま
う
。
言
う
な
れ
ば
人
々
の
国
家
財
政

に
対
す
る
意
識
が
低
い
と
言
う
事
で
あ
ろ
う
。
国
民
全
体
が
国
の
財
政
状
況
を
我
が
家
事
と
捉
え
ら
れ

て
初
め
て
、
国
の
財
政
に
対
し
て
合
理
的
な
判
断
が
下
せ
る
よ
う
に
な
る
。
大
事
な
事
は
国
の
財
政
に

対
し
て
、
あ
た
か
も
個
人
の
家
計
管
理
を
す
る
様
に
人
々
の
意
識
が
変
化
す
る
事
だ
。
そ
の
意
識
の
変

化
は
民
度
の
高
ま
り
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
意
識
変
化
が
財
政
的
に
持
続
す
る
社
会
を
作
り
、
社

会
福
祉
を
本
当
に
必
要
と
し
て
い
る
人
に
届
け
る
事
を
可
能
に
す
る
の
だ
。

　

も
し
財
政
問
題
に
目
処
が
つ
け
ば
、人
々
の
心
の
中
に
あ
る
将
来
へ
の
不
安
は
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
個
人
の
消
費
マ
イ
ン
ド
は
着
実
に
改
善
さ
れ
て
い
く
は
ず
だ
。
当
初
は
社
会
保
障
費
が

削
ら
れ
景
気
に
は
逆
風
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
長
期
で
見
れ
ば
、
財
政
問
題
の
解
決
は
個
人

の
消
費
マ
イ
ン
ド
を
刺
激
し
回
復
さ
せ
、
経
済
活
動
は
活
気
を
取
り
戻
し
、
当
初
の
景
気
減
速
に
よ
る

悪
影
響
を
結
果
的
に
は
相
殺
し
て
お
釣
が
来
る
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。
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最
後
に
個
人
情
報
の
扱
い
と
い
う
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
に
関
し
て
一
言
加
え
て
お
く
。
上
記
で
示

し
た
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
情
報
を
集
め
、
そ
れ
を
利
用
す
る
と
い
う
考
え
は
個
人
情
報
保
護
と
い
う

観
点
か
ら
反
対
を
巻
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
情
報
公
開
に
よ
っ
て
恩
恵
を
受
け
る
度
合

い
と
公
開
へ
の
抵
抗
感
の
綱
引
き
の
問
題
と
言
え
る
。
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
二
〇
一
七
年
現
在
で

も
既
に
個
人
情
報
は
駄
々
漏
れ
状
態
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
町
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
、

携
帯
の
位
置
記
録
、
E
コ
マ
ー
ス
記
録
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
記
録
、SN

S

等
々
、
個
人
の
情
報
は
細
切
れ

の
状
態
で
は
既
に
流
出
し
て
お
り
、
統
合
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
と
言
え
る
。
ま
た
ネ
ッ
ト
の
基
本
特
性

と
し
て
、
情
報
は
流
れ
る
物
で
あ
る
。
放
っ
て
お
い
て
も
流
れ
て
し
ま
う
な
ら
、
こ
れ
を
利
用
し
て
積

極
的
に
恩
恵
を
獲
得
し
た
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
、
情
報
公
開
に
関
し
て
は
後
押
し
す
る
方

向
に
人
々
の
意
識
が
変
化
す
る
物
と
予
想
す
る
 23
。

　

上
記
ス
ト
ー
リ
ー
の
補
足
と
し
て
エ
ス
ト
ニ
ア
と
英
国
の
例
を
補
足
と
し
て
上
げ
て
お
く
。
エ
ス
ト

ニ
ア
は
IT
立
国
化
を
国
策
と
し
て
進
め
て
お
り
、
電
子
政
府
、
電
子
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
、
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ

ン
グ
等
の
普
及
は
顕
著
で
あ
る
。
各
行
政
機
関
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
相
互
に
リ
ン
ク
さ
れ
て
お
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
個
人
の
情
報
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、選
挙
投
票
や
確
定
申
告
、会
社
設
立
が
ネ
ッ

ト
上
で
出
来
る
ほ
か
、
電
子
カ
ル
テ
等
の
先
進
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
 24
。
ま
た
英
国
政

23  

ケ
ヴ
ィ
ン
・
ケ
リ
ー
（
服
部
桂
）、
前
掲
書
、
第
10
章
。

24  

外
務
省
HP
「
エ
ス
ト
ニ
ア
基
礎
デ
ー
タ
」
更
新
日
：
二
〇
一
六
年
五
月
二
〇
日

http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/estonia/data.htm

l

（
参
照
日
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
十
八
日
）。
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府
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
と
し
て
、
社
会
保
障
支
出
の
運
用
改
善
や
付
加
価
値
税
の

徴
税
を
想
定
し
て
い
る
 25
。

ま
と
め

　

財
政
赤
字
の
解
消
の
為
に
技
術
革
新
を
起
点
に
、
よ
り
精
緻
な
制
度
運
営
を
行
う
事
で
、
大
義
あ
る

未
来
の
実
現
を
こ
の
項
で
は
描
い
て
み
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
大
事
な
事
は
、技
術
革
新
が
可
能
に
す
る
、

精
緻
な
制
度
運
営
で
あ
る
と
同
時
に
、
原
因
が
自
分
事
と
は
っ
き
り
理
解
で
き
る
様
に
な
り
変
化
し
た

人
々
の
意
識
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
技
術
革
新
に
よ
る
精
緻
な
制
度
運
営
は
、
課
題
の
い
く
つ
か
を
解
決

す
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
技
術
革
新
の
み
で
は
、経
済
性
と
社
会
性
の
両
立
は
一
時
的
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
継
続
性
を
持
た
る
せ
に
は
、
人
々
の
意
識
変
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。
問
題
の
所
在
が
明
ら
か
に

な
り
、
人
々
が
課
題
を
自
分
事
と
受
け
止
め
、
意
識
変
化
を
起
こ
す
様
な
取
り
組
み
が
、
大
義
あ
る
未

来
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

 25  G
overnm

ent O
ffi
ce for Science “D

istributed Ledger Technology 

: beyond block chain” https://
w
w
w
.gov.uk/governm

ent/uploads/system
/uploads/attachm

ent_data/file/492972/gs-16-1-distributed-
ledger-technology.pdf

（
参
照
日
二
〇
一
六
年
一
一
月
二
十
八
日
） 
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1　
こ
こ
ま
で
の
ま
と
め

　

こ
こ
ま
で
の
3
つ
の
話
題
で
は
、
①
官
の
み
な
ら
ず
民
も
参
加
し
て
実
現
す
る
盛
衰
産
業
間
の
人
財

流
動
性
確
保
と
、
そ
れ
に
よ
る
個
人
の
雇
用
確
保
、
②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
社
会
性
追
求
に

限
定
せ
ず
、
環
境
負
荷
を
軽
減
し
つ
つ
、
産
業
創
出
の
基
盤
を
構
築
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
シ
フ
ト
等
、

③
行
政
に
よ
る
適
切
な
徴
税
と
再
配
分
に
よ
る
格
差
の
調
整
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は

行
政
や
大
き
な
イ
ン
フ
ラ
産
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
お
り
、言
わ
ば
舞
台
の
話
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
舞
台
を
実
際
に
機
能
さ
せ
る
為
に
必
要
な
要
素
と
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
商
品
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
書
い
て
み
た
い
。

　

既
に
行
わ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
、最
も
身
近
な
事
例
は「
環
境
に
優
し
い
省
エ
ネ
家
電
」で
あ
ろ
う
。

今
後
は
こ
の
よ
う
な
経
済
性
を
追
求
し
つ
つ
も
社
会
性
を
両
立
す
る
こ
と
を
謳
う
サ
ー
ビ
ス
が
増
加
し

て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
環
境
に
優
し
い
省
エ
ネ
家
電
」購
入
の
本
当
の
動
機
は
、

電
気
代
な
ど
の
節
約
と
い
う
経
済
的
な
動
機
が
主
で
あ
り
、
環
境
保
護
と
い
う
社
会
的
な
動
機
は
従
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
耐
用
年
数
内
に
損
益
分
岐
点
を
越
え
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
購
入
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で

あ
ろ
う
。

　

経
済
性
を
追
求
す
る
と
社
会
性
と
相
反
し
た
り
、
社
会
性
を
追
求
す
る
と
経
済
性
が
損
な
わ
れ
た
り

第
３
節	

大
義
あ
る
未
来
に
つ
な
げ
る
最
後
の
パ
ー
ツ
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（
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
が
っ
て
し
ま
い
、結
果
と
し
て
市
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
な
ど
）
す
る
ケ
ー

ス
が
大
半
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
は
、
一
般
的
に
謂
うCSR

の
範
疇
を
越
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
壁
を

越
え
、
経
済
性
と
社
会
性
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
道
な
価
値
観
醸
成
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

何
某
か
の
「
仕
掛
け
」
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
、
IT
の
発
展
と
金
融
の
融
合
に
よ
る
新
し

い
生
命
保
険
が
人
の
健
康
や
飢
餓
な
ど
の
社
会
問
題
の
改
善
に
寄
与
す
る
、
と
い
う
構
図
で
描
い
て
み

た
い
。

2　
大
義
あ
る
未
来
に
寄
与
す
る
新
し
い
生
命
保
険

　

あ
る
新
し
い
保
険
商
品
を
想
定
し
よ
う
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
仕
組
み
で
提
供
さ
れ
、
様
々
な
影

響
を
生
ん
だ
。
そ
の
保
険
で
は
、
契
約
に
あ
た
り
、
生
体
情
報
を
常
に
記
録
で
き
る
デ
バ
イ
ス
を
契
約

者
に
提
供
す
る
。
こ
の
デ
バ
イ
ス
を
着
け
、
生
体
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
契
約
者
の
保
険
料
は
割
安

に
設
定
さ
れ
る
。
契
約
時
点
の
健
康
状
態
は
も
と
よ
り
、
こ
の
デ
バ
イ
ス
か
ら
得
ら
れ
る
契
約
者
の
健

康
状
態
の
推
移
に
よ
っ
て
保
険
料
は
毎
年
見
直
さ
れ
た
。
健
康
を
維
持
す
る
ほ
ど
、
保
険
料
は
安
く
設

定
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
保
険
料
算
出
だ
け
で
な
く
、医
療
や
製
薬
業
界
、

行
政
に
対
し
て
提
供
さ
れ
た
。
提
供
さ
れ
た
大
量
の
デ
ー
タ
は
各
機
関
の
研
究
や
政
策
検
討
に
利
用
さ

れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
を
促
し
、
そ
の
成
果
は
生
活
者
の
健
康
増
進
に
寄
与
し
、
新
し
い
医
療

と
し
て
提
供
さ
れ
た
。

　

こ
の
新
し
い
保
険
商
品
に
は
様
々
な
タ
イ
プ
の
顧
客
が
想
定
さ
れ
る
。
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例
え
ば
、
所
得
も
健
康
意
識
も
高
く
、
社
会
へ
の
貢
献
意
欲
も
高
い
顧
客
で
あ
る
。
提
供
す
る
モ
デ

ル
に
共
感
し
、
健
康
管
理
に
デ
バ
イ
ス
情
報
を
活
か
し
つ
つ
、
保
険
料
も
節
約
で
き
、
な
お
か
つ
そ
の

デ
ー
タ
が
社
会
の
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
層
だ
。

　

属
性
の
異
な
る
顧
客
と
し
て
、
所
得
は
中
～
低
に
属
し
、
そ
れ
ま
で
に
存
在
し
た
保
険
商
品
で
は
、

そ
の
保
険
料
を
払
え
な
い
と
断
念
し
て
い
る
よ
う
な
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
デ
バ
イ
ス
を
通
じ
て
情
報
を

提
供
す
れ
ば
割
安
な
保
険
料
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
契
約
に
至
る
よ
う
な
層
だ
。
一
般
的
な
人

に
比
べ
て
社
会
貢
献
意
識
が
高
い
わ
け
で
も
な
い
。
自
分
の
情
報
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗

よ
り
も
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
方
を
重
視
し
て
選
択
す
る
層
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
単
純
に
例
示
し
た
2
つ
の
価
値
観
で
、
す
べ
て
の
顧
客
の
属
性
を
表
現
し
て
い
る
と
は

思
わ
な
い
。
序
章
に
あ
る
よ
う
に
、
所
得
レ
ベ
ル
に
関
わ
ら
ず
、
人
の
価
値
観
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の

様
に
多
様
に
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
保
険
商
品
が
各
顧
客
層
の
そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
価
値
を
提
供

で
き
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

　

ど
の
層
に
属
す
る
顧
客
で
も
、
契
約
時
点
で
は
肥
満
傾
向
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
毎
年
の
保
険
料
を

抑
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
生
活
が
改
善
さ
れ
、
健
康
を
維
持
す
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
保

険
料
の
低
減
に
よ
る
契
約
者
へ
の
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
提
供
は
契
約
者
が
健
康
維
持
に
努
め
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
な
る
か
ら
だ
。
結
果
、
健
康
体
の
人
間
が
増
え
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
罹
患
者
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
、
社
会
保
障
費
用
削
減
に
貢
献
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
政
府
は
歳
入
を
別
の
領
域

に
振
り
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
契
約
者
が
健
康
維
持
の
た
め
に
過
食
や
肉
食
を
抑
制
す
る
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こ
と
は
、
人
口
増
社
会
に
お
い
て
世
界
の
食
糧
需
給
改
善
の
一
助
に
も
な
り
え
る
。

　

保
険
を
通
じ
て
契
約
者
に
相
互
扶
助
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
契
約
者
自
身
の
健
康
増
進
、
社
会
の

無
駄
の
排
除
、
そ
し
て
世
界
の
飢
餓
の
減
少
と
過
剰
な
食
糧
生
産
に
か
か
る
環
境
負
荷
の
低
減
に
貢
献

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。「
人
・
社
会
・
地
球
の
持
続
可
能
性
を
促
進
す
る
」
こ
れ
が
従

来
の
保
険
に
は
な
い
新
し
い
提
供
価
値
に
な
る
。
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
で
構
築
し
た
こ
と
で
、
寄

付
の
よ
う
な
一
過
性
の
現
象
で
は
な
く
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
の
継
続
性
を
も
担
保
す
る
。

　

と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
社
会
貢
献
の
意
識
を
も
っ
た
顧
客
は
、
も
は
や
た
だ
の
相
互
扶
助
の
み
を

提
供
す
る
保
険
商
品
は
選
択
し
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
既
にCSR

やCSV

と
い
っ
た
考

え
は
存
在
す
る
が
、
二
〇
一
七
年
現
在
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を
左
右
す
る
要

因
と
し
て
作
用
す
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
五
〇
年
、
経
済
性
だ
け
を
ベ
ー

ス
に
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す
る
消
費
者
の
層
は
以
前
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
企
業
の
持
続
可
能

性
の
面
で
も
、
こ
の
保
険
の
ス
キ
ー
ム
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

顧
客
の
生
体
デ
ー
タ
が
様
々
な
形
で
活
用
さ
れ
て
サ
ー
ビ
ス
等
と
し
て
顧
客
に
還
っ
て
く
る
。
社
会

保
障
費
の
削
減
に
よ
っ
て
最
適
な
分
野
へ
の
再
配
分
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
お
金
の
循
環
が
好
循
環
に

な
る
。
偏
っ
て
い
た
食
料
資
源
と
い
う
モ
ノ
が
正
し
く
配
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き

な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
好
循
環
に
つ
な
げ
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
考
案
が
、
社
会
の
み
な
ら
ず
企
業
自

体
の
持
続
可
能
性
を
も
高
め
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
際
、
社
会
性
の
重
要
性
を
強
調
し
続
け
れ
ば
人
の
行
動
を
変
え
ら
れ
る
と
想
定
す
る

の
は
非
現
実
的
だ
と
い
う
意
見
も
多
く
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
現
実
的
な
立
場
に
た
っ
て
、
大
多
数
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の
ヒ
ト
が
、
経
済
性
を
動
機
に
行
動
し
た
と
し
て
も
、
大
義
あ
る
未
来
の
実
現
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
「
仕
掛
け
」
と
し
て
、「
両
き
き
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
提

案
し
た
い
。

3　
最
後
の
パ
ー
ツ
：「
両
き
き
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は

　

人
は
様
々
な
動
機
に
基
づ
い
て
行
動
を
選
択
す
る
。
す
べ
て
の
人
間
が
社
会
的
に
有
効
な
手
段
を
経

済
性
よ
り
も
優
先
し
て
選
択
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
先
ほ
ど
例
示
し
た
中
・
低
所
得
者
の
保
険
選
択
動

機
は
あ
く
ま
で
も
経
済
的
な
も
の
だ
。
実
際
は
所
得
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
、
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
消

費
行
動
の
選
択
動
機
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
今
後
、
一
定
の
レ
ベ
ル
で
社
会
性
を
重
視

し
た
選
択
を
す
る
消
費
者
が
増
え
た
と
し
て
も
、
経
済
性
重
視
の
傾
向
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ
と
は

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
動
機
に
基
づ
い
た
行
動
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
保
険

の
例
の
様
に
、
結
果
と
し
て
本
人
の
健
康
や
世
界
の
食
糧
需
給
に
貢
献
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
重
要
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
石
二
鳥
・
三
鳥
を
実
現
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
「
両
き
き
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
呼

び
た
い
。

　

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
は
、
一
つ
の
行
動
が
複
数
の
因
果
を
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま

た
、
そ
の
結
果
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
動
機
と
は
切
り
離
さ
れ
て
発
生
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
結
果

を
導
く
の
に
、
動
機
の
正
当
性
を
求
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
で
は
な
い
が
、W

H
O

のH
ope Soap

 26
の
取
り
組
み
な
ど
も
似
た
よ
う
な
構
図
で
あ
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る
。

　

W
H
O

と
し
て
は
公
衆
衛
星
の
意
識
が
向
上
し
、
子
供
た
ち
が
適
切
な
行
動
で

あ
る
手
洗
い
を
習
慣
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
染
症
の
削
減
を
果
た
し
た
か
っ

た
。
そ
の
実
現
手
法
と
し
て
、
中
心
に
お
も
ち
ゃ
を
い
れ
た
石
鹸
を
利
用
し
た
。

子
供
た
ち
はW

H
O

の
意
図
は
理
解
で
き
な
い
が
、
お
も
ち
ゃ
が
欲
し
い
と
い
う

利
己
的
な
欲
求
に
従
い
、
石
鹸
で
手
を
洗
う
と
い
う
行
動
を
と
る
。
こ
れ
に
よ
り

子
供
た
ち
は
お
も
ち
ゃ
を
獲
得
で
き
る
。
加
え
て
、
彼
ら
が
意
図
す
る
こ
と
が
無

か
っ
た
感
染
症
を
罹
患
す
る
リ
ス
ク
が
低
減
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
実

際
に
感
染
症
の
減
少
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

実
は
、
保
険
商
品
で
も
似
た
よ
う
な
事
例
は
出
始
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東

京
日
動
海
上
あ
ん
し
ん
生
命
が
二
〇
一
三
年
に
発
売
し
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル
キ
ッ
ト

R
」
 27
は
、
健
康
還
付
給
付
金
に
よ
り
、
設
定
年
齢
ま
で
に
給
付
金
を
受
け
取
る

こ
と
な
く
健
康
に
過
ご
せ
ば
、
払
い
込
ん
だ
保
険
料
が
戻
っ
て
く
る
設
計
に
な
っ

て
い
る
。
保
険
料
が
割
高
で
あ
る
と
か
、
保
障
内
容
に
つ
い
て
の
批
判
も
あ
る

よ
う
だ
が
、「
こ
の
保
険
単
品
の
価
値
」
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

契
約
者
に
健
康
を
維
持
し
よ
う
と
心
掛
け
る
動
機
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
で
、
別

の
メ
リ
ッ
ト
が
社
会
に
も
た
ら
さ
れ
る
可
能
性
に
こ
そ
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
南
ア
フ
リ
カ
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
社
は
一
九
九
七
年
よ
り
健
康
改
善
プ

図 1-28　「Hope-Soap の構図」
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図 1-29
　「Vitality Program」 

ロ
グ
ラ
ム
を
付
帯
し
た
医
療
保
険
「Vitality Program

」
28
を
販
売
し
て
い
る
。
加
入
者
は
ま
ず
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
。
そ
の
状
態
に
従
い
、
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
示
さ
れ
る
。
実
践
す
る
ご
と
に

ポ
イ
ン
ト
が
溜
ま
り
、
毎
年
自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
ラ
ン
ク
さ
れ
る
（
ゴ
ー
ル
ド
、
シ
ル
バ
ー
な
ど
）。

そ
の
ラ
ン
ク
ご
と
に
様
々
な
リ
ワ
ー
ド
が
提
供
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

世
界
で600
万
人
以
上
が
加
入
し
て
お
り
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
両
き
き
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
は
、
社
会
性
を
優
先
す
る
動
機
を
も
っ
て
日
々
の
選
択
を

行
う
わ
け
で
は
な
い
人
々
の
行
動
を
大
義
あ
る
未
来
に
向
か
う
べ
く
誘
導
す
る
の
に
優
れ
て
い
る
と
考

え
る
。
特
に
経
済
的
に
中
～
低
所
得
に
属
す
る
人
は
経
済
性
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
多
い
。

人
口
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
く
、
影
響
力
が
大
き
な
層
で
あ
る
か
ら
、
施
策
の
作
用
も
大
き
く
な
り
、
効

果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

26  https://w
w
w
.yrgrp.com

/inspire-case-study/hope-
soap-hope-healthier-nation

27  http://toyokeizai.net/articles/-/12880　

東
洋
経
済

オ
ン
ラ
イ
ン　

二
〇
一
三
年
〇
月
一
四
日

28  http://w
w
w
.sjnk-ri.co.jp/issue/quarterly/data/

qt67-2.pdf　

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
総
研
レ
ポ
ー
ト2015

年
9
月Vol.67　

保
険
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
と
取
り
組

み
（
鈴
木
久
子
）
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こ
の
章
で
は
大
義
あ
る
未
来
を
「
経
済
性
と
社
会
性
を
両
立
し
て
い
る
社
会
」「
リ
ソ
ー
ス
が
循
環

し
て
い
る
社
会
」
と
定
義
し
、「
高
度
化
し
た
技
術
革
新
を
活
用
し
て
い
る
社
会
」
が
そ
れ
を
実
現
し

て
い
る
様
子
を
描
写
す
る
事
に
挑
ん
だ
。
リ
ソ
ー
ス
に
は
社
会
を
運
営
す
る
要
素
と
し
て
「
ヒ
ト
」「
モ

ノ
」「
カ
ネ
」
を
選
択
し
、「
ヒ
ト
」
で
は
、
課
題
解
決
に
は
流
動
性
の
高
い
開
け
た
社
会
が
必
要
で
あ

る
事
を
描
い
た
。
続
い
て
「
モ
ノ
」
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
通
し
て
幅
が
あ
り
奥
行
き
の
あ
る
問

題
に
対
し
て
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
表
し
、
最
後
に
「
カ
ネ
」
で
は
社
会
に
対
す
る
人
々

の
意
識
変
化
の
重
要
性
を
論
じ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
社
会
を
循
環
さ
せ
、
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
道
な
価
値
観
醸
成
も
然
る
こ
と
な
が

ら
、
人
々
の
主
た
る
動
機
で
あ
る
経
済
的
動
機
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
経
済
的
な
結
果
と
同
時
に
社
会

的
に
有
益
な
結
果
も
も
た
ら
さ
れ
る
「
仕
掛
け
＝
両
き
き
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
有
効
で
は
な
い
か
、
と

い
う
事
を
こ
の
章
で
説
明
し
て
き
た
。
大
義
あ
る
未
来
の
形
成
と
い
う「
流
動
性
の
高
い
社
会
の
構
築
」

の
様
な
幅
の
あ
る
課
題
に
対
し
て
は
、
現
実
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
欠
か
せ
ず
、
そ
の
主
役
で
あ
る
人
々

の
意
識
の
成
長
は
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
ド
ラ
イ
ブ
し
続
け
る
た
め
に
、「
両
き
き
の
ア

プ
ロ
ー
チ
」
が
キ
ー
パ
ー
ツ
と
し
て
機
能
す
る
と
考
え
た
。

　

高
度
化
し
た
技
術
革
新
は
リ
ソ
ー
ス
の
偏
り
を
均
す
ベ
ー
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
。こ
の
舞
台
で「
両

き
き
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
に
基
づ
く
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
が
行
わ
れ
、
偏
り
を
均
す
活
動
を
循
環
さ
せ
、
持
続

さ
せ
る
。
そ
れ
が
大
義
あ
る
未
来
を
実
現
す
る
と
信
じ
て
い
る
。

第
４
節	

ま
と
め
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コ
ラ
ム
1　
人
間
の
安
全
保
障
と
ビ
ジ
ネ
ス

　

人
間
の
高
き
欲
望
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
そ
の
欲
望
は
、
人
間
を
幸
せ
に
も
す
る
し
不
幸
せ

に
も
す
る
魔
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
恐
ら
く
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ
て
50
年
後
の
未
来
も
変
わ
る

ま
い
。
例
え
ば
、
大
豪
邸
に
住
む
こ
と
や
、
望
む
仕
事
を
す
る
こ
と
か
ら
、
永
遠
の
命
を
手
に
入

れ
る
こ
と
ま
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ
欲
望
の
種
類
は
千
差
万
別
で
あ
ろ
う
。
自
己
実
現
的
な
も
の
か
ら

社
会
に
影
響
を
与
え
る
も
の
ま
で
多
岐
に
渡
る
。
だ
が
、
こ
の
人
間
が
持
つ
欲
望
こ
そ
が
50
年
後
、

100

年
後
の
社
会
を
創
造
し
、
発
展
す
る
た
め
の
原
動
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
重
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
欲
望
の
始
ま
り
が
、
人
間
の
発
展

の
た
め
に
実
現
し
た
い
と
い
う
動
機
で
あ
っ
て
も
、
社
会
が
そ
の
成
果
物
を
別
目
的
に
変
え
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
。
良
い
例
が
、ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
発
明
が
、

や
が
て
何
百
年
も
先
ま
で
人
々
を
苦
し
め
る
要
素
を
持
つ
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

な
ど
と
は
、
発
明
者
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
の
可
能
性
は
想
像

し
得
た
が
、
解
決
す
る
た
め
の
手
段
や
方
法
ま
で
を
結
論
ま
で
導
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
間
の
欲
望
は
直
結
す
る
と
い
う
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
な
要
素
が
あ
る
以
上
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
ま
た
、
変
幻
自
在
に
姿
を
変
え
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
50
年
後
、100

年
後
の
未
来
で
活
躍
す
べ
き
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
て
み

た
い
。



86

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
す
る
流
れ
の
中
に
お
い
て
は
、
常
に
人
間
に

好
影
響
を
与
え
た
り
、
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
当
然
だ
。
そ
の
経
済
活
動

の
中
で
は
、
何
か
し
ら
の
理
念
も
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
企
業
で
言
え
ば
経
営
理

念
と
い
う
言
葉
で
経
営
方
針
や
従
業
員
の
行
動
原
則
な
ど
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
50
年
後
の

未
来
で
活
動
す
る
企
業
理
念
の
真
っ
先
に
来
る
の
は
、
人
間
ひ
と
り
一
人
の
安
全
を
保
障
す
る
こ

と
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
て
思
う
。
そ
の
理
由
は
、
人

間
は
、
高
き
欲
望
を
持
つ
者
が
い
る
裏
で
、
戦
争
で
手
足
を
失
っ
た
人
、
災
害
な
ど
で
家
族
を
失
っ

た
人
、
極
貧
生
活
を
送
る
人
が
、
同
じ
地
球
上
で
暮
ら
し
て
お
り
、
欲
望
の
行
き
過
ぎ
が
み
ら
れ

る
か
ら
だ
。
50
年
後
の
未
来
で
は
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
地
球
上
に
住
む
人
間
同
士
の
距

離
は
今
以
上
に
近
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
IT
技
術
の
さ
ら
な
る
進
歩
、
革
新
的
な
移

動
技
術
や
通
信
技
術
な
ど
が
人
間
ひ
と
り
一
人
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会

で
は
、
何
か
し
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
き
っ
か
け
で
、
争
い
ご
と
や
災
害
に
発
展
し
た
と
い
う
情
報
伝

達
の
ス
ピ
ー
ド
が
今
以
上
に
速
く
地
球
上
の
人
々
へ
と
伝
わ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
の

世
界
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
方
が
、
国
家
間
や
多
国
籍
企
業
間
単
位
の
争
い
か
ら
、

人
間
ひ
と
り
一
人
の
安
全
を
脅
か
す
こ
と
が
な
い
か
ど
う
か
に
、
焦
点
が
移
っ
て
ゆ
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
国
家
間
の
分
断
や
対
立
が
増
え
る
と
、
逆
に
そ
れ
ら
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
繋
ぎ
合
わ
せ
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
現
れ
、
21
世
紀
の
社
会
で
は
考
え
も
つ

か
な
か
っ
た
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
世
界
の
安
寧
を
目
指
す
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
動
く
か
も
し

れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
は
、
心
配
事
や
争
い
事
の
多
い
世
の
中
が
い
か
に
社
会
の
進
歩
を
停
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滞
さ
せ
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
生
産
性
が
低
く
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
良
く
分
か
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
戦
争
の
世
紀
で
あ
っ
た
20
世
紀
が
終
わ
り
、
テ
ロ
や
大
災
害
の
世
紀
と
な
っ
た

21
世
紀
に
続
く
次
世
代
は
、
人
間
ひ
と
り
一
人
の
安
全
を
第
一
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
未
来

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
勢
い
良
く
進
め
る
た
め
に
不
可
欠
な
基
本
的
理
念
と
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
間
の
保
障
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
21
世
紀
を
目
前
に
し
た

一
九
九
四
年
に
国
際
連
合
が
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
国
連
開
発
計
画
（U

N
D
P

）
の
「
人
間
開

発
報
告
」
28
の
中
で
初
め
て
示
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

の
安
全
保
障
と
い
う
概
念
は
、
国
家
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
は
、
個
々

の
人
間
へ
向
け
ら
れ
た
も
の
へ
と
拡
大
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
い
た
対
応
に
変

え
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
こ
の
報
告
書
の
主
旨
で
あ
る
。
２
度
の
世
界
大
戦
か
ら
冷
戦

時
代
ま
で
は
、
国
家
が
国
民
の
安
全
保
障
の
責
務
を
担
っ
て
き
た
が
、
冷
戦
終
結
後
は
、
頻
発
す

る
国
際
紛
争
、
国
内
紛
争
、
テ
ロ
、
慢
性
的
な
貧
困
（
南
北
の
経
済
格
差
）、
気
候
変
動
関
連
の
災

害
、
組
織
的
犯
罪
、
人
身
取
引
、
流
行
病
、
急
激
な
経
済
・
金
融
危
機
に
よ
っ
て
人
間
生
活
へ
の

深
刻
な
脅
威
が
み
ら
れ
る
と
し
、
国
家
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
外
か
ら
の
支

援
を
通
じ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
家
に
よ
る

安
全
保
障
が
平
和
と
安
定
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
先
進
国
、
途
上
国
問
わ
ず
、

全
世
界
の
多
種
多
様
な
人
々
の
安
全
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
間
の
安
全
保
障
の

適
用
を
大
き
く
「
保
護
」
と
「
能
力
強
化
」
の
両
面
か
ら
各
国
政
府
と
国
民
の
現
実
的
な
ニ
ー
ズ

28  

国
連
開
発
計
画
（U

N
D
P

）
, 

人
間
開
発
報
告
,
国
際
協
力
協
会,1994,p.22
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に
照
ら
し
た
支
援
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
を
活
動
目
的
に
定
め
た
と
伝
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

れ
ま
で
地
球
上
の
２
大
国
家
に
よ
る
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
た
時
代
は
、
人
間
の
安
全

保
障
を
む
し
ろ
途
上
国
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
を
優
先
で
き
た
が
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
こ

と
に
よ
る
地
域
紛
争
の
拡
大
、
人
間
の
安
全
保
障
を
侵
害
す
る
脅
威
が
国
境
を
越
え
て
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

　

こ
の
世
界
の
動
き
を
予
想
し
て
い
た
米
国
の
国
際
政
治
学
者
が
い
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン

チ
ン
ト
ン
で
あ
る
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
国
際
政
治
的
な
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
む
し
ろ
文
明

的
な
世
界
観
を
も
っ
て
未
来
を
予
測
し
た
著
書
「The Crash of Civilizations and the 

Rem
arking of W

orld O
rder

」
に
よ
っ
て
、
東
西
冷
戦
構
造
崩
壊
後
の
世
界
は
、
人
間
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
定
義
づ
け
る
個
々
人
自
ら
が
属
す
る
文
化
ご
と
の
争
い
が
、
新
世
界
秩
序
下

に
お
い
て
起
こ
り
得
る
と
主
張
し
て
い
る
 30
。
そ
れ
は
、
国
家
の
利
益
の
た
め
に
国
民
が
行
動
を

起
こ
す
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
属
す
る
文
化
ま
た
は
、
思
想
に
よ
っ
て
行
動
を
起
こ
し
、
文
化
に

根
ざ
し
た
政
治
的
対
立
や
協
調
を
と
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
冷
戦
期
に
お
い

て
米
国
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
と
い
う
２
大
超
大
国
を
軸
に
、
同
盟
・
非
同
盟
、
中
立
、
衛
星
国
の
よ

う
な
国
が
共
存
す
る
世
界
秩
序
か
ら
、
冷
戦
後
は
、
国
家
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
く
、
文
明
（
ハ

ン
チ
ン
ト
ン
は
、
主
要
文
明
は
7
な
い
し
8
個
存
在
す
る
と
し
て
い
る
）
の
中
核
を
な
す
国
が
、

30  H
untington, Sam

uel P., The Crash of Civilizations and the Rem
arking of W

orld O
rder, 

Touchtone Books, 1997
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経
済
発
展
と
い
う
目
的
や
政
治
的
な
権
力
拡
大
と

い
う
意
図
で
は
な
く
、
他
国
の
国
民
を
そ
の
文
明

に
呼
び
寄
せ
た
り
、
文
化
的
に
異
と
す
る
も
の
を

排
除
し
侵
攻
し
た
り
す
る
行
動
が
多
発
す
る
と
主

張
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
そ
の
予
測
で
あ
り
、

執
筆
し
た
一
九
九
七
年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
冷
戦
後
の
多
極
的
、
多
文
明
の
世
界
に
は
、

冷
戦
時
に
存
在
し
た
よ
う
な
決
定
的
な
分
裂
は
存

在
し
な
い
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
人
口
増

大
と
ア
ジ
ア
の
経
済
的
発
展
は
つ
づ
き
、
西
欧
と

こ
れ
に
挑
戦
す
る
文
明
と
の
あ
い
だ
の
紛
争
は
、

他
の
種
類
の
分
裂
よ
り
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ポ
リ

テ
ィ
ッ
ク
ス
に
か
か
わ
る
問
題
の
中
心
に
な
る
だ

ろ
う
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
政
府
は
、
西
欧
に
た
い

し
て
よ
り
非
友
好
的
に
な
り
そ
う
だ
し
、
イ
ス
ラ

ム
集
団
と
西
欧
社
会
と
の
あ
い
だ
に
、
繰
り
返
し

小
競
り
あ
い
が
つ
づ
き
、
と
き
に
は
激
し
い
暴
力

を
と
も
な
っ
た
紛
争
が
起
こ
る
だ
ろ
う
」 

 31。
そ
う

な
る
と
、
国
連
の
「
人
間
開
発
報
告
」
が
示
し
た

[ 出所：サミュエル P.　ハンチントン「文明の衝突」より抜粋 ]

表 1
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よ
う
に
、
国
家
運
営
を
司
る
国
権
の
長
さ
え
も
が
自
国
民
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、
人

間
同
士
が
傷
つ
け
合
い
、
何
の
罪
も
な
い
子
供
た
ち
が
殺
さ
れ
未
来
を
奪
わ
れ
る
事
態
が
発
展
し
、

大
量
の
難
民
が
路
頭
に
迷
い
、
国
境
を
越
え
た
地
で
の
偏
見
や
差
別
を
受
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

日
本
は
ど
う
か
。
外
務
省
に
よ
る
と
、
人
間
の
安
全
保
障
を
国
家
の
外
交
政
策
の
柱
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
 32
。
定
義
は
、飢
餓
、疾
病
、抑
圧
等
の
恒
常
的
な
脅
威
か
ら
の
安
全
確
保
と
、

日
常
生
活
か
ら
の
突
然
の
断
絶
か
ら
の
保
護
と
い
う
２
点
を
包
括
し
た
概
念
で
あ
る
。
人
間
は
、

自
己
の
欲
求
の
た
め
に
殺
人
さ
え
犯
し
、
持
た
ざ
る
者
は
、
持
つ
者
に
対
し
侵
略
を
繰
り
返
す
と

い
う
歴
史
を
持
つ
生
き
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
福
の
概
念
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、

た
と
え
永
遠
の
命
を
手
に
入
れ
る
医
療
技
術
が
開
発
さ
れ
た
と
し
て
も
、
人
間
と
し
て
の
最
低
限

の
暮
ら
し
や
尊
厳
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
真
の
意
味
で
幸
福
で
あ
る
と
は
呼
べ
ま
い
。
ま
た
、
ど

ん
な
に
優
れ
た
技
術
を
開
発
し
、
全
人
類
の
経
済
発
展
に
普
遍
的
貢
献
を
続
け
る
と
思
わ
れ
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
人
間
の
生
存
、
生
活
、
尊
厳
を
脅
か
す
恐
怖
が
あ

る
限
り
、幸
福
を
十
分
満
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。50
年
後
、100

年
後
の
幸
福
な
未
来
か
ら
の
バ
ッ

ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
す
る
な
ら
ば
、
今
を
生
き
る
者
と
し
て
、
国
際
情
勢
を
敏
感
に
読
み
取
り
、

時
代
の
趨
勢
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
方
が
違
う
、
人
間
の
安
全
保
障
と
い
う
理
念
を
、
一
歩
一
歩
追

求
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
策
と
経
営
の
融
合
に
詳
し
い
田
瀬
和
夫
氏
は
、
現

代
企
業
は
社
会
の
公
器
で
あ
る
と
言
い
、
そ
の
認
識
の
下
に
経
済
活
動
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
 33
。
そ
の
上
で
、
公
的
セ
ク
タ
ー
と
民
間
セ
ク
タ
ー
と
の
融
合
こ
そ
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
の
だ
と
自
ら
の
実
体
験
を
元
に
力
強
く
主
張
し
て
い
る
。
今
や
、
多
く
の
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日
本
企
業
が
世
界
を
舞
台
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
進
出
す
る
国
、
地
域
や
文
化
は
様
々

で
あ
る
。日
本
の
文
化
と
は
到
底
相
容
れ
な
い
文
化
と
の
対
立
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。ま
た
、様
々

な
人
種
と
の
利
害
衝
突
に
出
く
わ
す
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
国
際
標
準
に
則
る
こ
と
の
で
き
な

い
、心
の
、そ
し
て
文
化
思
想
の
問
題
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、難
し
い
問
題
と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
る
。

し
か
し
、
そ
の
行
動
規
範
の
根
本
的
な
理
念
を
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
す
る
な
ら
ば
、
少
な
か

ら
ず
解
決
へ
の
道
筋
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
で
活
動
し
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
企
業
の
リ
ー
ダ
ー

は
、
社
会
の
公
器
の
一
員
で
あ
る
自
覚
を
持
た
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
社
会
に
与
え
る
影
響
を
自

国
や
自
社
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
国
、
と
り
わ
け
新
興
国
や
発
展
途
上

国
に
対
し
て
も
大
義
あ
る
考
え
方
や
世
界
共
通
の
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
行
動
で
示
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
過
去
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
。
最
も
平
易
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
自
分
は
健

康
で
も
家
族
や
大
事
な
人
が
病
を
抱
え
て
い
た
り
、
社
会
生
活
上
、
治
安
に
不
安
が
あ
っ
た
り
ト

ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
た
り
す
る
と
、
人
間
誰
し
も
本
領
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
同
じ
よ

う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
企
業
が
利
益
を
求
め
、
社
会
貢
献
す
る
た
め
の
経
済
活
動
も
、
当
事

国
や
貿
易
取
引
相
手
に
対
し
て
、
人
間
の
安
全
保
障
を
脅
か
す
よ
う
な
こ
と
に
繋
が
る
こ
と
は
し

て
は
な
ら
な
い
し
、
現
地
の
従
業
員
に
対
す
る
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
今
、
世
界
で
は
、

31  

サ
ミ
ュ
エ
ル 

P.
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
（
鈴
木
主
税
訳
）
,
文
明
の
衝
突
,
集
英
社,1998,p.362

32  http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/gaiko/oda/bunya/security/index.htm

l,

外
務
省
HP

33 

田
瀬
和
夫
,
「
国
際
機
関
の
動
向
と
ビ
ジ
ネ
ス
は
深
く
関
わ
っ
て
い
る
」
,
ハ
ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
レ

ビ
ュ
ー,2014.11.14
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不
特
定
に
頻
発
す
る
テ
ロ
や
過
激
デ
モ
に
よ
り
、
国
家
が
国
民
の
安
全
保
障
の
責
務
を
担
う
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
よ
っ
て
、
公
的
セ
ク
タ
ー
と
民
間
セ
ク
タ
ー
が
個
別
に
動
く

の
で
は
な
く
、
融
合
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

し
か
し
、
人
間
の
安
全
保
障
と
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
人
間
が
生
き
る
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
が
繁
栄
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
難
し
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
も
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
例
え
ば
、
新
興
国
に
よ
る
利

益
至
上
主
義
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
の
登
場
や
国
家
間
の
歴
史
認
識
の
問
題
の
違
い
に
よ
り
世

界
を
再
び
争
い
に
巻
き
込
ん
で
い
く
政
治
リ
ー
ダ
ー
へ
の
懸
念
で
あ
る
。
彼
ら
の
経
済
活
動
や
政

治
活
動
が
急
進
的
で
利
己
主
義
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
人
間
の
安
全
保
障
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
財
と
サ
ー
ビ
ス
の
奪
い
合
い
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
を
生
き
る
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
安
全
確
保
に
努
め
つ
つ
歴
史
を
積
み
上
げ
、
次
世

代
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
く
と
い
う
地
道
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

18
世
紀
の
哲
学
者
カ
ン
ト
の
著
書
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」（
訳
：
宇
都
宮
芳
明
）
の
中
で
、
人

間
が
愚
か
で
邪
悪
で
あ
る
が
ゆ
え
に
争
い
ご
と
を
起
こ
す
も
の
の
、
平
和
へ
導
く
た
め
に
は
経
済

活
動
に
よ
っ
て
そ
れ
を
可
能
に
す
る
と
説
い
て
い
る
 34
。
そ
の
言
葉
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
我
々
は
、

50
年
後
の
未
来
で
は
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
い
う
言
葉
が
死
語
に
な
っ
て
い
る
世
の
中
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
率
先
的
行
動
は
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
が
と
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

34  

カ
ン
ト
（
宇
都
宮
芳
明
訳
）
,
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」
,
岩
波
文
庫,1985
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経
済
性
と
社
会
性
を
両
立
さ
せ
る
為
に
、
社
会
全
体
と
し
て
価
値
観
を
変
え
る
に
は
、
仕
組
み
・

ル
ー
ル
作
り
や
そ
の
運
営
を
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
社
会
の
あ
り
方

を
よ
り
直
接
的
に
、
大
き
く
変
え
て
い
く
取
組
み
を
以
下
で
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　

企
業
に
対
す
る
評
価
を
変
え
る

　

こ
れ
ま
で
、
企
業
が
社
会
性
に
充
分
に
配
慮
せ
ず
に
行
動
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
、

企
業
活
動
・
事
業
活
動
へ
の
評
価
と
い
う
も
の
が
、
経
済
的
な
業
績
の
み
、
も
し
く
は
経
済
的
な

業
績
（
お
よ
び
、
そ
の
蓄
積
と
し
て
の
財
政
状
態
）
と
い
う
面
に
大
き
く
偏
っ
た
考
え
方
で
行
わ

れ
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
企
業
に
対
す
る
評
価
ル
ー
ル

が
そ
の
ま
ま
で
は
、
企
業
の
行
動
が
社
会
性
を
強
く
意
識
し
た
方
向
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ

方
向
に
、
大
き
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

簡
単
に
い
え
ば
、
評
価
ル
ー
ル
の
中
に
社
会
性
を
も
取
り
込
む
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
企
業
が
社

会
的
に
良
い
こ
と
を
す
れ
ば
高
く
評
価
さ
れ
、
経
済
的
な
リ
ワ
ー
ド
も
大
き
い
、
と
い
う
よ
う
な

仕
組
み
は
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。一
方
で
、社
会
的
に
良
く
な
い
こ
と
を
す
れ
ば
評
価
が
低
く
な
り
、

経
済
的
に
も
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る
、
と
い
う
か
た
ち
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

コ
ラ
ム
2　
企
業
に
お
け
る
評
価
軸
を
変
え
る
～
経
済
性
か
ら
社
会
性
へ
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企
業
を
評
価
す
る
場
と
し
て
機
能
す
る
資
本
市
場
の
ル
ー
ル
、
象
徴
的
に
言
い
換
え
れ
ば
「
投

資
の
ル
ー
ル
」
を
、
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
に
変
え
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
の
投
資
ル
ー
ル
～
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

　
「
19
世
紀
の
投
資
判
断
は
リ
タ
ー
ン
の
み
を
考
え
て
行
わ
れ
た
。
20
世
紀
に
は
、
リ
タ
ー
ン
に
加

え
て
リ
ス
ク
が
考
慮
す
べ
き
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
っ
た
。
21
世
紀
は
リ
ス
ク
、
リ
タ
ー
ン
に
加

え
て
（
社
会
）
イ
ン
パ
ク
ト
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。」

　

-Sir Ronald Cohen, Private Equity H
all of Fam

e at BVCA, founder of Apax 
Partners

　

こ
の
言
葉
は
、
英
国
に
お
け
る
民
間
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
投
資
の
始
祖
と
も
い
え
るApax 

Partners

の
創
業
者
で
、
後
年
は
欧
州
の
株
式
市
場
で
あ
るEASD

AQ

の
創
設
に
も
関
る
な
ど

多
く
の
功
績
か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
投
資
のH

all of Fam
e

（
殿
堂
）
と
し
て
も
認

定
さ
れ
た
、
い
わ
ば
投
資
の
世
界
的
な
権
威
、
リ
ー
ダ
ー
と
も
い
う
べ
き
ロ
ナ
ル
ド
・
コ
ー
ヘ
ン

卿
の
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
言
葉
の
中
に
も
あ
る
と
お
り
、
近
時
は
、「
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
が
、
社
会
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
良
い
影
響
（
イ
ン
パ
ク
ト
）
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
が
投
資
の
世
界
で
も
す
で
に
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
扱
わ
れ

始
め
て
い
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
社
会
に
良
い
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
の
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投
資
は
今
後
急
速
に
進
ん
で
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

　

イ
ン
パ
ク
ト
投
資
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
世
界
的
に
様
々
な
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
こ
こ
で

は
そ
の
仔
細
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
替
り
に
、
そ
の
推
進
の
た
め
に
整
備
が
有
効
と

考
え
ら
れ
、
ま
た
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
の
推
進
・
普
及
の
結
果
と
し
て
重
要
度
と
影
響
力
を
増
す
で

あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
、
あ
る
「
場
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

社
会
的
証
券
取
引
所

　

そ
れ
は
、
概
念
的
に
は
「
社
会
的
証
券
取
引
所
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
証
券
取
引
所
は
、
参
加
者
（
投
資
家
）
が
基
本
的
に
上
場
す
る
企
業
の
業
績
に
基
づ
い
た

評
価
を
行
う
、い
わ
ば
「
経
済
的
」
証
券
取
引
所
と
い
っ
た
性
格
の
存
在
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

個
人
投
資
家
を
中
心
に
、
必
ず
し
も
経
済
性
の
み
で
は
な
く
、
広
い
意
味
で
「
人
気
」
に
よ
り
対

象
企
業
の
株
式
に
投
資
す
る
と
い
っ
た
趣
も
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
金
額
ボ
リ
ュ
ー

ム
的
に
市
場
参
加
者
の
大
部
分
を
占
め
る
機
関
投
資
家
筋
は
基
本
的
に
経
済
合
理
性
に
基
づ
い
た

評
価
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
性
を
軸
に
評
価
さ
れ
る
市
場
と
の
意
味
合
い
が
も
っ
と
も

強
い
と
い
う
理
解
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。　
　

　

ち
な
み
に
、
近
時
は
、
市
場
参
加
者
で
あ
る
機
関
投
資
家
の
多
く
がESG

（
環
境
、
社
会
、
ガ

バ
ナ
ン
ス
）
に
配
慮
し
た
投
資
を
推
進
す
る
旨
を
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
投
資
家
か
ら

資
金
を
あ
ず
か
り
運
用
す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
投
資
運
用
会
社
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
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イ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
な
ど
）
も
、
同
様
にESG

を
標
榜
し
始
め
、
投
資
判
断
プ
ロ
セ
ス
に
何
ら
か

の
か
た
ち
で
社
会
性
評
価
を
組
入
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
そ
う
し
た
要
素
を
投
資
判
断
の
根
幹
に
取
り
込
む
ま
で
に
な
っ
て
い
る
投
資
家
は

極
め
て
少
な
い
。
社
会
性
へ
の
配
慮
が
進
ん
で
き
た
と
は
い
え
る
も
の
の
、
評
価
軸
と
し
て
は
経

済
性
が
絶
対
的
な
根
幹
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
不
変
で
あ
ろ
う
。ESG

投
資
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
自
体
は
大
い
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
評
価
の
軸
が
社
会

性
志
向
ま
で
に
大
き
く
変
え
ら
れ
る
か
、
い
ま
だ
自
信
を
持
っ
て
予
想
で
き
る
レ
ベ
ル
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、
も
う
一
歩
思
い
切
っ
た
取
組
み
と
し
て
、
社
会
性
の
評
価
に
重
き
を
置
い
た
取
引
所

で
あ
る
「
社
会
的
証
券
取
引
所
」
の
開
設
が
望
ま
れ
る
。
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
と
す
る
と
、
確
か
に

当
初
は
限
定
的
な
参
加
者
に
留
ま
り
、
金
額
的
に
も
小
さ
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
取
組
み
は
、
特
に
個
人
・
市
民
の
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
ゆ
く
ゆ
く
は
相

当
に
大
き
な
も
の
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
現
在
で
も
意
識
の
高
い
市
場
参
加
者
の
中
に
は
、
あ
る
会
社
を
応
援
し
た
い
、
と
い

う
こ
と
よ
り
も
、
あ
る
会
社
が
取
組
む
社
会
的
に
良
い
取
組
み
を
応
援
・
投
資
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
持
つ
ケ
ー
ス
も
出
始
め
て
い
る
。
自
分
が
気
に
入
る
会
社
で
は
あ
っ
て
も
、
自
分
の
意
図

し
な
い
と
こ
ろ
に
お
カ
ネ
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
望
ま
な
い
、
社
会
的
に
良
い
こ
と
で
、
か
つ
経
済

性
も
あ
る
取
組
み
の
た
め
に
お
カ
ネ
を
使
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
が
二
〇
一
六
年
に
発
行
し
た
「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ボ
ン
ド
」
は
、
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米
国
初
の
、
事
業
会
社
に
よ
る
社
会
性
志
向
の
取
組
み
に
資
金
使
途
を
限
定
し
た
社
債
の
発
行
で
、

ま
さ
に
そ
う
し
た
投
資
家
の
意
向
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
途
上
国
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
者
に
対

し
て
フ
ェ
ア
な
条
件
で
の
購
入
に
よ
り
貧
困
の
解
消
を
図
り
つ
つ
、
現
地
の
農
業
生
産
レ
ベ
ル
の

向
上
に
貢
献
、
ま
た
自
然
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
生
産
の
確
立
を
進
め
る
な
ど
、
社
会
性
が

高
い
取
り
組
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
調
達
先
と
の
強
固
な
関
係
を
構
築
、
農
業
生
産
能
力
・
技
術

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
同
社
と
し
て
も
生
産
性
や
品
質
の
向
上
、
す
な
わ
ち
経
済
性
の
向
上
を
も

企
図
す
る
同
社
の
こ
う
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
は
、応
援
し
た
い
と
い
う
投
資
家
は
予
想
を
上
回
っ

て
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
同
社
は
今
回
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ボ
ン
ド
の
発
行
で500

百
万
ド
ル

の
資
金
調
達
に
成
功
し
た
が
、
実
際
に
は500

百
万
ド
ル
と
い
う
発
行
枠
を
大
き
く
上
回
る
応
募

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
 35
。

　

そ
う
し
た
、
社
会
性
の
高
い
資
金
調
達
の
た
め
の
有
価
証
券
（
株
式
や
社
債
）
を
専
門
に
取
扱

う
証
券
取
引
所
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
社
会
性
志
向
の
投
資
環
境
を
整
備
し
、
企
業

に
と
っ
て
の
社
会
性
志
向
の
資
金
調
達
を
推
進
、
そ
れ
に
よ
り
企
業
が
実
際
に
社
会
性
志
向
の
取

組
み
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
好
循
環
が
構
築
さ
れ
る
。

35　

Em
ily Chasan Starbucks Raises $500 M

illion W
ith Its First Sustainability Bond Bloom

berg

、

http://w
w
w
.bloom

berg.com
/new

s/articles/2016-05-16/starbucks-raises-500-m
illion-w

ith-its-first-
sustainability-bond
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社
会
的
価
値
が
評
価
軸
と
な
る
経
済
の
実
現

　

そ
う
し
て
参
加
事
例
が
増
え
て
い
く
と
、
社
会
性
に
つ
い
て
の
評
価
体
系
が
徐
々
に
洗
練
さ
れ
、

最
終
的
に
は
し
っ
か
り
と
確
立
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
が
進
み
、
社
会
性
評
価
の
方
法
が
確
立
・
定

着
す
れ
ば
、
そ
の
評
価
に
よ
っ
て
株
価
や
社
債
が
高
く
評
価
さ
れ
、
有
利
な
条
件
で
の
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
が
可
能
に
な
る
な
ど
、社
会
性
要
因
が
、逆
に
経
済
条
件
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

つ
ま
り
、
社
会
性
が
経
済
性
に
影
響
を
与
え
る
＝
組
み
込
ま
れ
る
世
界
が
確
立
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
社
会
的
証
券
取
引
所
」
の
整
備
・
充
実
に
よ
り
多
く
の
市
場
参
加
者
（
機
関
投
資
家
、
個
人
投

資
家
、
発
行
体
と
な
る
企
業
な
ど
）
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
社
会
性
評
価
の
方
法
は
、
市

民
意
識
に
後
押
し
さ
れ
、
証
券
取
引
所
や
資
本
市
場
、
金
融
市
場
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
社
会

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
の
頃
ま
で
に
は
大
き
く
進
展
を
遂
げ
て
様
々
な
こ
と
を
可
能
に
す
るFinTech

と
も
相
ま
っ

て
、「
貨
幣
価
値
」
だ
け
で
な
く
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
価
値
」
が
そ
の
ま
ま
貨
幣
代
替
と
な

る
経
済
、「
社
会
性
価
値
経
済
」
が
出
来
上
が
り
、
企
業
も
個
人
も
、
経
済
的
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
も
当
然
に
し
て
常
に
社
会
性
に
配
慮
し
た
行
動
を
と
る
社
会
が
出
来
上
が
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
国
家
や
特
定
の
通
貨
体
系
を
超
え
た
「
社
会
性
」
が
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
境
を
超
え
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
性
価
値
経
済
」
の
誕
生
に
向
か
う
。FinTech

と
い

う
ま
で
も
な
く
、
現
在
す
で
に
世
界
中
で
情
報
共
有
を
迅
速
に
可
能
に
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
技

術
・
通
信
技
術
の
さ
ら
な
る
進
展
に
よ
り
、
社
会
性
価
値
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
早
い
段
階
か
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ら
当
然
に
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
。

　

地
球
温
暖
化
や
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
な
ど
、
環
境
問
題
の
多
く
は
国
境
を
超
え
て
発
生
し
、

国
家
の
単
位
を
超
え
た
解
決
の
取
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
国
家
間
の
利
害
対
決
か
ら
抜

本
的
な
解
決
策
が
講
じ
ら
れ
な
い
状
況
が
多
く
存
在
す
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
性
価
値
経
済
」
は

そ
う
し
た
国
家
の
利
害
を
超
え
て
対
応
が
求
め
ら
れ
る
社
会
的
・
地
球
的
な
問
題
に
対
す
る
本
源

的
な
解
決
を
も
た
ら
す
最
適
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
な
る
。

　

人
類
は
こ
う
し
て
漸
く
本
来
の
人
間
的
価
値
の
向
上
の
た
め
に
、
技
術
や
経
済
を
使
い
こ
な
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
と
、
そ
の
推
進
の
た
め
に
整
備
・
発

展
す
る
社
会
的
証
券
取
引
所
は
、
こ
の
よ
う
に
人
類
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
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